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一ー 1 - - 190ー
ピルマ（12月〉















































































































































































（注 1) 第 1聞社会主義計画党セミナー閉会式におけるネ ・ウイン首相の演説より
(12月12日付 TheWorking People’s Daily）。
〈注2) （注 1）に同じ。
（注 3）“Economicand Engineering Development of Burma”Knappen Tippetts 
Abetts IvfcCarthy. 
（注4) 「アジアの動向J1965年1月号，1月7日付 TheWorking People’s Daily。
（注 5) 「アジアの動向J9月号 「資料」参照。
（注6) 「アジアの動向」 10月号205ページ参照。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シャン｜主要反乱組織はシャン｜シャン州全域，タイ， I 総兵力 3～






































政 i合 経 済 閲 係
九
3. 2 I小作料廃止主主言一一俊民セミナー閉会集会でネ ・ウ
イソ首相談説。













1. 1s I銀行碍編成〈人民銀行の合併 ・整備〉。
1. 18 I Burma Corporation陶有化。
2. 9 lネ .'7 ,iソ首相インド訪問←ーセイソ・ウイン准将，
ウー・ティ ・ハン外相随行〈～11）。



































5. 12 人民事染；評議会設）'l:C七木 ・建設事業の固布化〉。
5／中旬 PSC Lこ対する政府の手入れ。
6. 1 I元商工組オン ・ジー逮捕ー一一チーマウソ元大佐，ウ 6. 22 公定米価問－Ju:!1£/ifimfllt廃止品種品質}JI価絡 I6. 19 I山議不参加決定ーい代表ウー テイ ノ
一 ・セイン ・ウィソ元ガーディア γ紙編集長問時に 制採用。 ソ外相西独で援助協定に翻印。
逮捕。 6. 29 郡社会主義経済建設委員会（SECC）の機能lJ1.!結，司1
6. 91本命都議会員チγ エヨウ大佐解任。 ~上SECC を廃止。
7. 5 弘立病院を接収。 7. 24 lネ ・ウィ γ首相中国訪問一一ーマウン ・ジュウェー大
佐，フラ ー ・ハン大佐，コ ・2 大佐随行（～31）。
8. 13 lソー ミソ元大佐終身J~J C劇制反処 理〉。 ｜内 ｜各地で関取引業者の椀発強化。
9. 30 1… … … には叩吋～～Re陶ω附E叩叩por問阿川川……州山…刊山山tto 






11. 17 新らしい籾史上げ計画を発表ー一一団体ベースの連帯 11. 17 シソガポーノレ高U"t¥'.1格ピノレマ訪問。ネ ・ウイ γ首相と
~任制採用。 会談〈～20）。
12 6 I第 l由 主 義 計 図 党 セ ミ ナ ー サソユウ制 ｜ 12. 20 シャλ ト日 ・イソド首相ピルマ訪問，ネ ・ウイソ首
が政治基調報告，ネ ・ウィ γ首相総括演説。 相と会談←ー印パ紛｛（，，インドシナ問題など訴 し合
う （～22）。
12. 31 Iカチン族反乱平大量釈放。 I 12. s1 I交易評議会緒規則発表。 I 12. 221マレーシア副首相ピノレマ訪問（～紛。
ビ JI., マ
1 月の動向
























以上の動きとあわせて注目されることは3 9月の内閣改造で TinPe i佳将と同様，
その経済ポストを奪われた労働相 ThanSein大佐が1月2l日， 労働相のポストを離
れ，社会主義計問中央組織委員会専任統合書記長に任命されたことである。 しかし，






いた TinPe 准将のその後の動きが， いまだ供給，協同組合，貿易といった流通部門
































スには U Kyi Sein 以下2名，日本には ThakinAyeである。 (¥N'.P.D) 
〔政治〕
l lnsein県 Hlegu郡 Phau時 yyiの中央軍訓練学校が開設された。当学校では軍
下士官訓練コースと下級警察官訓練コースに出席している被訓練者が革命政府の指
揮のも左で訓練されるととになる。 〈注 ：行政区分は次のよ うにした。 State＝州，
Divisions＝省，SpecialDivision＝斡J.jl］省，District＝県， Township＝若IS)(¥:V. P. D) 
〔経済］
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,I .' .,J ．、＂・5、 .， ・ ・J －’ .、，a、・＼ .・、’,.,-r.、．ユー凋，：，・
、．白 ’ ・・ 6’ 司 争、 。 ’ 、＇ .，、，，A や
ラングーンで釈放されたものには搾油業者7名と商人2名が含まれている。 . ,:jみ
また Prome省 NUF執行部の13名のメ ンバーも釈放された。 (G) ～ ・ 3
〔経済〕 川；滋
, 1964年以前に貸出された農業融資の返済取立て手続が決定した。 .)tf 
農業融資は以下の4つのカテゴリーに分けられる。 • '. 
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v反乱軍の投降一一 Ponnagyun発：当県 SACt議長 AungMyintのもとに， 4 
名の共産党反乱軍が投降した。 (W;P.D) 
Vサガイン発：シン ・オッタマは12月21日の郡Vinicchaya法延の判決を不満と
して県 Vinicchaya法廷に控訴した。なおシン ・オツタマは郡 Vinicchaya法廷で ，？持










サガイン，マグウェ， fンドイィン各省からの農業担当官，農園経営者，農業及び .'?t{ 
ーら ？・蜘＜／ ' J” A” ーー ャ＆ ．・ ι ， ． ．． 
' 
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Thi Han外相に招かれ，キプロス問題につき意見を交換した。 (W.P.D) 





























































































































































































































































































































































い ＇ ' 1 ,o • ' • ' 、.，.・ . t' ． ミ品・2 ・・． ． ． . ． ．
- . . ・ ．、．， 、 山戸．、リ，.，・．・5・9 ． 0 ・a・＂.、． ． ’，－；.～’： ＇＂.，：・；・ぺf. " i＇＼＇.・、 .
その給与は企業の経常費として扱かわれるべきである。また生産増加や産業の能















いは責任の分散化という方法が採られるべきである。 (1.9. W.P .D) .ー
：咋
〔経済〕
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所有にしなければならない。そしてこの利益は全ての国民に配分されなければな い ;i 
(W.P.D) らない。

























, Tanngdwingyi発：当県の Sadon保安林で7名の森林警備隊員， 2名の保安林
職員， '70名の森林労働者が4名のピノレマ共産党員に固まれ，所持品を押収された ：玄
上， ビノレマ共産党の政策及び、計画などについての講議を聞かされるなどされたが危 f、せ
害は受けなかった。 (1.12 G) 
1月 10.日
-149- 一（ 11 )- L：二号
、． ・ ，、． 

























Vラングーン芸術，科学仏教徒協会は年次総会を開き， 前高等裁判長 U Chan 
Tun Aung氏を総裁に再選した。 (G) 
, San yu准将，第17回カチン州意IJ立記念式典に出席一－Myithyina発：陸軍参
謀 SanYu准将は，東方軍管区司令官 SeinMya大佐， カチン少Mi平議会議長U
Ding Ra Tangらと併に，第17図カチンチト｜創立記念式の一部として開かれている
Monao祭に出席した。 なお SanYu准将はこのあと 2万人の州民を前に， 社会主
義建設の意義， などを述べ， カチン反乱軍（KIA）を非難した。 (W.P.D) 
1月1 日
〔政治〕





















ng Kyi大｛仏 Than Sein大佐， Kyaw Soe大佐， HI.a Han大｛ti:,Maung Sfrve大
佐， Maung Lwin大｛£らである。
T 10日Myitkyinaで関かれたカチンナ｜、i式典に出席した SanYu准将は11日Puta・
0 を訪れ， 東部軍管区司令官 Seinl¥1ya大佐及び第7旅｜司長 VanKulh大佐と併


























，今度の）寺組織により，ラングーン 5行p タボイ］行， マンダレー2行， タウンジ
-2行p モールメン 2行の合計・12行がそれぞれ次の様に移転されること｛，こなった守
CD ラングーンの第17, 18, 20, 21, 22人民銀行はそれぞれぞれ，Fr1.’：arn, 























































































れた。 Shadawではが14000名の村氏が集会を開き， 席上東部軍管！玄参謀TintSwe 
大佐が革命評議会の国内諸民族に対すP る政策について演説をした。 (G) 
v教育担当者の為の第 l回政治講習会一一60名の教育．担当高官が出席して Inyal・
ay Campで第 1回目の講習会が開かれた。当講習会は，豊かで， 正義の新らしい社
会主義社会建設への革命逐行における教育担当者の役割をより効果的に企う出来る















Thaung Kyi農林棉は Homalinで，ナガ族農民約1000人を集めP 地域開













































められている。 すなわち151：！迄に500万バスケッ ト以上が買付けられ， すでに300万
パスケッ トが精米所に送られ， 90万バスケットが精米を終え， l万1000トンが確保
され， そのうち2500トンがすでに各地慌に配分され， 500トンが公共販売用として
人民販売公社に送られた。 (G) 
, 18日迄にインセイ ン燥では合計560フ:T7239バスケ ットの米が購入された。
(1.20 G) 










なった。 このため貿易振興省のU Tin Maung Maung Gala.y氏ら 3名の代表団が
ウルグァイに向け出発した。なお当見本市ではピノレマの林産，物農産物，鉱産物p
銀器p 漆器，象升， 真珠など、が山品される予定であるc CG) 




, KIA j支乱軍の投降一一一先週中に， Bhamo 1京〈で、“1:J-1
軍（KIA)47名が政府軍に投降した。 (G) 
v情報局局長 TinTun中｛七が情報省、次官に昇進したc，なお情ー報Hミ1長もいままで








民は， 3月には 1エーカー当り 2,000Vissの玉ねぎを収穫することを期待してい
る。従ってこのことは当地域における玉ねぎ栽培が可能であることを証明したもの
で，他の農民も栽培に着手し始めており，Prome,Paukkaung郡ばかりでなく中部











Vネ・ウィン首相， 2月パキスタンへーーネ ・ウィン革命評議会議長は来る 2月
12日から18日迄p アユプ ・カーン，パキスタン大統領の招待により親善訪問する予




Kawthoolei 州で、は合計13万4174バスケットが購入された。 (G) 
〔政治〕
V民族民主統一戦線反乱軍（NDUF）は， Pantanaw魚業センタ｝から現金 4万
Kを奪い去った。 (1.22 G) 
Vシャン反乱軍指導者‘が Narnhkamの第3チン銃｜欽に投降した。又問F:I,Y egyi 
でビ、ノレマ共産党反乱軍2名が政府軍第36連隊に投降した。 (1.23 G) 




l' B. S. P. P.中央組織委員会に新らしく 4名を追加一一ピノレマ社会主義計四党q」
央組織委員会は 1月7日付で4名の新らしい委員を加え合計9名とした。新組織委
員は HlaHan大佐， ThaungKyi大佐， MaungShwe大佐， MaungLwin大佐
である。
従って中央組織委員会の構成は次のとおりであ換コ













・クリ シュナン ・イ ンド大統領の招待により，インドを親善訪問する予定であると
発表された。 (G) 
V スパンドリオ外相，ネ ・ウィ ン首相と会談一一来訪中のスパンドリオ，インド
ネシア外相はネ ・ワイン首相の招待を受けて StateHouseで会談した。なお当会談
には SanYu蔵相， HlaHan教育保健相， UThi Han外相も同席した。 (G) 
〔経済〕
' 1月15日現在の外貨保有は10億3221万3400Kでその連邦銀行保有は9億0200万




























V スパンドリオ外相中国へ一一一スパン ドリオ ・インドネシア外相は3日間の訪問
を終え‘中国へ出発した。なお立港には U Thi Han外相， ThaungDan情報文
化4札 ：＼faungLwin大佐〈国防省、）， U Soe Tin外務次官，らが見送った。 (G) 
, U Nyunエカ フ工事務局長，パンコク帰任のためラングーンを出発。 (G) 






























, Tin Pe准将，米穀購入状況を視察－Tinh 供給 ・協同組合及び貿易振興
相は M.aubin,Pyapon, Myanngmya, Bassein各県を訪れ，米購入センター及び貯
蔵所などを視察した。なお南西軍管隊司令官 SanKyi大佐，農産物販売庁副長官
Thein Nyunt中佐，農産物販売庁調達長官 UMaw Maw氏らも同行した。 (G) 
1月 25日
〔対外関係〕
V 中！：込の貿易使節l司、 UBAMBと会談一一一来訪中 の中国貿易使節団（団長：雷


































































の満月（ 3月17日〉にラングーンで開くと発表した。 (G) 















































’Burma Unilever社国有化さる一一石けん製造業 Burma じnile¥・er Limitedが
























ースが終了し， 387宰1が卒業した。 (G) 
, :rvfyinhu郡の36の村絡農協代表が集会を開き“農民の土I日のための予備的討論
を行なった。 (G, 2.1) 









Yamethin, Myingyan, Minbu, Mandalay, Kyaukse, Sagaing, Shwebo, Monywa 
で栽培されている。その生産は年々増加を示し， 1960年5752bales, 1961年 1万111
bales, 1962年 i万5000bales, 19631'ド2万5000balesであったc (1. 31 G) 
〔政治〕
v閣僚の動き
0 Tin Pe供給協同組合相と TinU中央軍管区司令守はプロームの Paung
de郡米買付センタ←などを視察した。

















































































一（ 28 ）ー -124-
ビルマ 日 去三rj:，じ、








































V インドネシアから People’sOil Industτy向けの原油の第 l使7000トンが， 最
近 Syrjamに到着した。 (2. 3. G) 
〔攻治〕
v反乱軍活動一一Maymyo発： Gokteik二 Nawngpeng閥、で， 反乱軍敷設の地雷・
が爆発し，ディーゼノレ貨物列車が脱線，破壊された。 (G) 
' '.2月12日， Pa-anで閃かれる第18[B］連邦記念日に向け， ピルマ連邦旗が各地を
リレーされているが，本；日Kyaukseから Meiktilaに到着したc なお連邦記念日当
日には， Pa-anに到着する予定になっている。 (G) 
, Bassein発： 当県 Zichang,Nyaunggon村間でそーター ・ランチが民族民主統
一・戦糠反乱軍に襲われ，3名が死亡，5名が負傷した。 (2. 4. G) 
, Maubin発：約60名のカレン民族統一戦線（KNUF）反乱軍が Kawetkin村人
民響察署，漁業局，人民販売公社店，総合農協，大きな住宅などを襲撃し， 9方K




き，ラ ングーンで開かれる農民セ ミナーにつν、ての予備討議を行なった。 (G) 
, Taikkyi郡62の総合農協から代表者80名が集会を開き，農民セミナーにつν、て
の予倣討議を行なった。 く2.5. G) 
v国民住宅局及び高速道路向の技術者のためのセミナーが終了した。なお，最終
Hの討論会には SeinVvin公共事業相も出席した。 (G) 
〔対外関係〕
V インド政府とピノレマ政府は， 1965年産ビノレマ米の輸出契約に調印した。 (G) 

































vネ・ウィン首相， インドへ一 一ニュー・ヂリ一発：ネ ・ウィン革命評議会議長
夫安はニュー ・デ リーに到着した。なお，家j巷にはラダクリシュナン大統領及びシ
ャストリ首相らが出迎えた。 (NAB/AFP-G) 
Cラングーン発：なお，ネ ・ウィン首相の随行者は，公共事業 ・住宅相 Sein
¥Vin准将， U Thi Han外j乱革命政府書記 KoKo大佐， UOhn Khin外務次
官， ChitKhin国防省情報局次長らである。 ミンガラドン空港には， TinPe貿
易振興相， SanYu蔵1：［しその他の閣僚，草関係者多数が見送った。 (G) 







V シュリ アム発：人民警察車普が， Kungyangon郡 Letkokk仁川村を襲った約50
その他1名の警察官が負傷した。人の亦旗共産党反乱軍に殺された。なお，
(2. 7. G) 
軍全政府部J局（除く司法〉上級職員の任命，移動，昇進， i海等を決定する審査局








-127一一 一（ 31 )-
ピルマ











































開始し， 2日間でポテト合計7000vissを買付けた。なお，買上げ価格は 1等100viss 
あたり45K, 2等100vissあたり35Kである。 (2. 10. G) 
2月7日
〔対外関係〕
V ニュー ・デリ一発：ネ ・ウィン首相はシャストリ・インド首相と最終会談を行
なった。





























反乱側7名が死亡，多数が負傷した。なお， 当反乱軍は去る 2日， Gokteik-Na・
wngpeng間を運行中の貨物列車を地雷爆破した部隊であるc (G) 
, Mandalayから Pa-anに向う 「連安I）旗jは， この8日間に38マイルを走行し，

















QThaung Tin鉱山相は， 1,fogokのルビー鉱山と Sadaungの製塩工業を視察
した。





相， Thaun必 Dan情報文化祇 HlaHan教育保健相， Than Sein無任所相F






vネ ・ウィン首相一行は，Bangaloreから Poonaiこ到着c (G) 
一（ 34 ）一 -130--

















人民警察軍，林業局， UBAMB，漁業局， PSC,SEEC担当官らと会談。 (G・) 













-]31ー 一（ 35 )-




















Lashio, Myingyan, Sagaing, Meiktila, Y amethin, Thonze, Pegu, Syriam, 
Pyinmana, Kawlin, Paul王， Bhamo,Monywa, Kengtung, Natmauk, Zigon, 
Nyaunglebin, Kyaiklat, Akyalコ，Twante,Kyail王to,Aunglan, Kyaukme, Payagi, 
Bassein，など。 く2.14. G) 
, Toungoo発： Shwehinthaライス ミノレの米購入センターを襲った約20名の反乱


























(AFP-2. 14. G) 












チン反乱軍65名が政府軍に投降した。 (2. 18. G) 
2月 14日
仁政治〉















Peshawar iこ着し、たネ ・ウィン首相一行は当地を見学し， Risalpurを訪問し3 空
軍訓練センターを視察した。 〈（ユ〉
’日本に発注していたサルベージ船1隻，波諜船2隻及び日野パス （2！°）人采） 20 
台がラングーンに到着した。なお，サルベージ船は，泰明株式会社によ り建造され








ガラドンの第 lピ、ノレマ陸軍訓練局で、開かれた。 ’（G) 
, Ye発： Tavoy-Ye自動車道路を通行中の4台のトラックと 6台のジープが，
待状していた30名のカレン民族統一党（ＫＮＵＰ）反乱軍に襲われ，2名が死亡，5 
名が負傷した9 (2. i7. G) 
, Nlvitkyina近郊 I-Haranで政府軍第33連隊はp カチン反乱軍穏、屯所を攻撃し，






















ピ ノレ ’r 
社支－配人HlaAung大佐，東方軍管区副司令官.AungPe大佐らは14日，空路Namtu






曹ネ ・ワイ ン首相一行カラチへ一一一パキスタンを訪問中のネ ・ウィン首相とその




























また， 3月 1日迄の 3日間に，これら代表者は政府担当官と農業及び労働諸問題
につき討論する予定である。
なお，各地からの代表者数は次のとおりである。
マンダレイ143,C二hauk 137, Falm 37，サガイン178, ミッチナ90,Lashio 











シャン州、Hこ新ら しくジュ一 九ケナフp バイナップ。ノレが導入されることになったO
また，下ピノレマの特定地域では，長繊維綿花の試験的採培が拡大されることになっ




Vビ）l,マ ・パキスタン共同芦明一一ビノレマ ・パキスタン共同声明が発表され， そ
の中で、アユプ ・カーン大統領のピノレマ訪問を招待するとのネ ・ウィン首相の要請に
対し，アユプ・カーン大統領はこれに同意した。〈なお，共同声明の内容要旨はパキ
スタンの項参照）o (2. 19. G) 
0ネ ・ウィン首相帰国一一インド ・パキスタン両国を2週間にわたり訪問した
ネ ・ウィン首相、Sein vVin公共事業相， U Thi Han外相ら一行が， チッタゴ
ンから空路ラングーンに到着した。















Pyinmana郡 Pyinmana精糖所， Tiddim郡 Thwe,Koptal村（チン丘陵〉
Shwegyin君RDonzayitキす， Nyaunglebin　郡 P<tdo 村 Kengtung君EKengtung 
村 cmシャンチH)
Kyaikmaraw郡 Chaunghnakhwa村－ (G) 
〔政治］
V チン民族の日ー←・HakaとFalamでチン民族の日式典が行なわれ，連邦記念日
でのネ ・ウィン議長のメッセージ， SanYu 71将の演説，革命評議会の民族政策に
対する支持を表明した。 (2. 22. G) 





































































米国出版物 （Times,News lヘTeelむ Life,Reader’s Diεest) 
ソ連出版物 （NewTimes, Nloscow News, Culture & Life, International 
A.f airs, Soviet Literature) 











































Hla Hpone大佐が歓迎の挨拶を述べ， ThaungKiy農林相が 1時間半にわたって，
社会主義とその遂行過程における農業の重要性などについて演説した。 (G) 
O革命評議会員 ThaungDan情報文化相， Thaung Kyi農林相， ・Maung 
Lwin再建，国家団結相，！vfaun&Shwe工業，労働相， ThanSein社会主義計
画党専任統合書記，らが Duya& Ohndaw Hallに代表農民を訪れた (G) 
v現在拘留中の前AFPFL（人民解放戦線〉総裁 UKyow Nyein氏が愛娘ChoCho 
Nyeinの結婚式に出席した。 (G) 
v最近， 41名のカチン独立軍を含む合計51名の反乱軍がカチン州各地で投降し








Sein 'Win公共事業相， MaungShwe工業 ・労働相， ThanYu Saing大蔵省次
官，U Ba Nyein財政顧問， U Kyaw Nyein連邦銀行総裁 (G) 
, Tantabin, Yandoon間 Byawtalan村近郊の Hlaing)Iを航行中の農産物販売
庁所属米 1)j2000トンを積んだそーグーランチが反乱軍により沈められた。


















vネ ・ワイン首相“農民の白”式典へーーネ ・ワイン首相は Kyaikkasanグラン
ドで、開かれている“農民の日”式典を訪れ2時間にわたって種々の催：物を見学し，
Saya San革命のベテラン農民と歓談した。 CG) 
-141ー 一（ 45 ）一
ビ ノレ ーマ
v農民セミナー一一一第2日間は， ビノレマ本部，各州、l及び，高原、地帯からの代表者
15名がそれぞれ，給水・農業拡大・協同組合店 ・藷産 ・養魚 ・多角的作物 ・農産物
販完問題などにつき意見を述べた。なお本日の議長にはチン特別省Falam君・1)Lai.fくzo






定した。なおこのうち 39店舗は食料品， 24店舗は繊維品， 2店舗は金物類を取扱















































もなく ThaungKyi農村札 ThanSein B. S. P. P専任統合書記より回答がな











































はピノレマ共産党（C.P. B.）が農民を集めて集会を開き農民との討議を行なった り， さ
らには民族民主統…戦線（NDUF），共産党，赤旗共産党が三者協議会を開くなど，反

















































されようし， 4万5000halesの産出を示すことになろう。また政府は＇. f-:_ 1:'Jレマ













































































































































と述べた。 (3. 4. W. P. D) 
O大衆集会で2つの決議文が採択された。
(1) 農民評議会の結成
(2) 農業生産活動における社会主義原則の導入。 (3. 4. ¥V. P. D) 
一 123- 一（55 )-
ピ ノレマ
, Wakema発：民族民主統一車騒泉反乱軍が， ラングーン＝ミャンミヤ問を航行
中のランチを襲撃した。 (3. 4. G) 
, Mohnyin発： 200人からなるKI A （カチン独立軍〉反乱軍がNyaunggon村
を襲撃した。 (3. 6. W. P. D) 
, Wakema発： Wakema君1；で行動していた共産党反乱軍指導者BoSein Kho 
(51）が政府軍第11連隊に投降した。 (3. 6.vV. P. D) 
v政府はマンダレーで， 21名の高僧に対し， 2名にKlOOOずつおよび19名にK750


















• Thiri Shwe Hintha Silk vVeaving mill, (U Ba Than) 
• Shwe Hintha繊維染色工場 (U Ba Than) 
þÿ0ûKyetaya繊維工場
・ラングーン繊維工場
• Eastern & Ludu Industrial works 
・BarnaKhitナイロン工場
(Mr.，九lahid)
(Dan Than Myint) 
(Daw Tham Myint) 





またMayangon地区治安行政委員会議長KoKo Gyi大尉は， fこの接収はr 企
業の国有化ではないが，手lj潤制度の一掃への第1段階であるj と説明した。








騒ぎは軍隊の出動でようやくしづまった。 (3. 6. W. P. D) 
v政府軍第7連隊所属部隊がvVamsa村近郊で約30名の、ンャン反乱軍と衝突交戦






• Burma Waterproof and Tarpauliu Mil, 
・TbamaingSil王 Mill.
• Shwenandaw Textile Mill. 
・DagouPoda Textile Mill. 
・SeinTun Hosiery Mill. 







・-125- 一（ 57 ）← 
ピノ レマ
（註〉 (1）米，（2）マッベ，（3)Pedisein, {4) Pesingon, (5）バタービンズ，（6)bocate 
beans, (7) Suntani, (8) Suntapyar, (9) Peboke, M Gram, (lJ) Pelun, Q2) Peyin 
(13)Pebyule, (14) Peguyi, Q5) Sadawpe, M Peraza, (1カ落花生及び落花生かす，
G時胡麻及び胡麻かす，Mからし種，例CastorSeeds （ひまの実〉帥約の種，
幼ヴァージニアタバコ，鈎メ イズ，例こえんどう の実〈香料用〉紛Tumt}ric
紛コーヒー豆，紡ジュート，倒チナフ， (2Q):Mahlaing No. 5/6 Cotton，納長
繊維綿花，（・m¥Vagyyi, （坊もNagale, (31小麦，ω砂糖キピ及び糖みつ，紛ゴム
紛チリー，納 支ねぎ，側Jaggery, 申命ポテト， ωガーリック，（4:J)betel mutS 
紛 茶 (W. P. D) 
〔政治〕
V北ベトナム総領事記者会見一一ラングーン駐在ベトナム民主共和国総領事 Vu
Hun Binh氏は記者会見しp アメリカの北ベトナム攻撃を批難するとともに， ビソレ








• Shwe I-Iintha Hosiery羽Torks.
• Myochit Nylon and hosiery works. 
þÿ0ûZarti Thwlナイロン工場


















(W. P. D) 
〔政治）


























民族民統一戦線指導者・（BoSwe Nyein, Bo Chit Shwe）が食料調達のためThuza村




















れている。なお当協議会はHmawbiの農場で閲かれることになった。 （W.P. D) 
, Insein郡で1000名以上の農民が集会を聞き， ；農民の日のネ ・ウィンの地代廃止








グーンのカパ ・アイ ・パゴダで、予備会議を開いた。 (W. P. D) 
〔経済〕










(W. P. D) 
共産党10名，赤旗共産党4名，カレン民族統一党17名，シャン反乱軍65名，カ




















ばならない。 (W. P. D) 
3月 14日
〔対外関係〕
-129- 一（ 61 ）一
ビ ノレ ’マ
v北京発：中国を訪問中のピノレマ通信社（NAB）代表団〈団長SanWin大尉〉
は北京で陳毅外相と会談した。 (NAB／新華社一一W.P. D) 
V中国・ピlレマ経済 ・技術協力協定に基づく BilinとThatonの精糖工場建設に









は， ある僧侶集団がマンダレー PaJi大学寺院に押しかけ僧侶U Eindiyaに対して
攻撃し，寺院に向って投石．した。なお U Eindiyaは全宗派僧侶協議会のマンダレ
一代表に選ばれていた。また，さらに僧侶集団はマンダ！／ーの宗教知当補佐官の家
に押しかけ投石した。 (3. 16 W. P. D) 
0反政府，反協議会のポスターがBagayaとKemmendinで発見された。









ーン， KyaikkasanFieldで7日間行なわれる。また討論会は 4月27,28, 29, 30日
に行なわれ，大衆集会は 5月 1日に開かれる。
〈注〉 組織委員会メンバーは次のとおり。
San Yn 准将， ThanSein大佐づ MaungShwe大佐、＇I、haungDan准将，
Hla Han大佐， ThaungKyi大佐， :t¥/IaungLwin大佐，など
なお， 14日開かれた委員会で次のようなことが決定した。 “労働者の日目セミナ
一（ 62 )- - 130・-
ビ ノレ ・マ
ーでは 4月28日，社会主義経済計画， 4月29日，生産問題， 4月£0日，社会主義経
済建設における労働者の信念と義務，などについて討議されることになった。
(3. 16. 17 W. P. D) 
v仏教徒の動き一一Yesagyo発：ある僧侶が当地の多くの経済に反政府ポスター





ツレイ州、I191, 辺境地域26, サガイン省1649, マンダレイ省1559, マグウェ省







(W. P. D) 
’仏教徒の動き一－BahanY andoon寺院の約150名の僧侶がお経を唱えながらね


















基本法から生じる利益及びその目的について説明した。 (3. 19. W. P. D) 
’仏教徒の動き一一ラングーン各所で反政府，反協議会のポスターがはられ協議
会に出席した人々にピラが配られた。 (3. 19. W. P. D) 
QBassein発：約30名の僧侶が，僧侶協議会に関して革命政府を攻撃するポスタ










有主U Muと社会主義建設委員会委員U Hla Peの家を襲った。



























(W. P. D) 
，鉱山省職員会議一一鉱山省管轄の担当官第1回会議，第2日目では，人民ボー
ドウィン工業の業務及び計画について討議され， その他の鉱業Projec1;(Kalewa炭
田計画， Yadanabon鉱山計画， Yawa鉱山計画i,Kyaukmedaung鉱山計画， Hein・














決議文を採択した。なお当集会の議長には Pyiclaungzu僧侶協会のU Kawthanla 
があたり，彼の演説で始まった。 また青年仏教徒連盟の委員長U Teza Niyaは，
「革命政府はマンダレ－Payagyiの事件， ShinOttama事件，仏教の純化に関する




であるo.Jと述べたD (W. P. 0) 
QBassein発：当地では約200人の仏教徒がShwemottawパゴダで集会を開き，
革命政府の仏教純化と向上の動きに反対する決議文を採択し，僧侶協議会を開く前







民，工場及事務労働者， BSPP幹部候補生などが集まり， “農民評議会η の設立を
満場一致で支持すると共に， 社会主義経済を破壊する反乱活動を排難した。また











なおこの他国内各地で、大小集会が開かれ， Tiddim（チン丘陵）， Peinzalqke (Ny-
aunglebin) Wakema, Yinmabin (Monywa), Pyapon, Yandon, Kalemyo，などから
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ある。 (3. 25.羽r.þÿÿ0ÿD) 
, Wuntho発：当郡Namkhan近郊で赤旗共産党反乱軍の襲撃により警察官1名
が死亡， 4名が負傷した。 (3. 30. W. P. D) 
, Paul王発：約40名の共産党反乱軍が Intein村に侵入し， 村民に支払いをど要求し
た。従って当村は625Kを集め引き渡さなければならなかった。
(3. 30. W. P. D) 
3月 24日
〔政治〕














一一（ 切 ）－ 

















名の僧侶を批難した。 (3. 30. G) 
V仏数徒が BSPP支部を襲う一一マンダレ一発：約30名の仏教徒がマンダレーの
社会主義計画党マンダレー支部を10分間に渡って襲撃し，本部の家具を破壊，党員
名簿などを含栓文書類を略奪した。 (W. P. D) 
3月26日
［政治〕
V 第20回軍隊記念日を明日に控えて，ネ ・ウィン首相夫妻は StateHouseで晩餐
会を催した。なおこの晩餐会には，革命評議会員，革命政府閣僚，外国国防関係代
表者，警察関係者， B.S.P.P.役員，中央政治科学学校学生，農民，労働者らが招待








と北京でも関係者を集めてレセプションが開かれた。 (3. 29. W. P. D) 
, Thaung Dan准将の演説一一ラングーンのレジスタンス公園でi行なわれた軍
隊記念日式典でThaungDan空軍参謀が“TheNoble Task of the Tatmadaw”と
いうタイトノレで演説した。 (3. 29. W. P. D) 
曹約50人のカレン反乱軍がYwamagyi村に侵入し， 治安行政委員会委員U Ban 
Duを殺した。 (3. 31. W. P. D) 
曹仏教徒の動き一一マンダレ一発：仏教徒による反警察ポスターが，警察署に貼
られた。このポスターには次の様なことが書かれていた。
「3月25日， BSPP支部を攻撃したPaungle寺院の U Visokdaは第9警察に
逮捕され，虐待された。警察署は訓戒しなければならない。J(3. 29. W. P. D) 
v労働者が仏教徒を批難一ーマンダレー Yadanabon Cinema Hallで2500人以上
の労働者が集まり， 3月25日B.S.P.P支部を襲った僧侶を批難した。















いた。このポスタ｝は革命政府と，僧侶協議会に向けられていた。 (W. P. D) 
〔経済〕
v製茶工場の国有化一一ー北シャンナトlNamsamにある PalaungGirl印の茶を製造
している B.D.兄弟社製茶工場が国有化された。なお当工場は BombayBurman 
Trading Co. Ltd.によって設立され， 1963年に U Bo DweとUBoNi （マンダレ
ー〉によって50万Kで購入され， B.D.兄弟社として生産が続けられていた。また
-137ー 一（ 69 ）ー
ピ rレマ















































ンボ、計制に基き 1基増置した。 第 2煉瓦工場建設工事はインタキノレ ・デ ・メヒコ〈メ
キシコ国際炉〉社に落札し， 工事用の機械類と資材とは既に到着した。この建設工事
は1964年12月に完了の見込である。








































































































































































































































無雨地帯である Pagan-Nyaung-U地区p ゼヤワデイ， ピインマナ，タトン西部地
区で，合計17ヵ所にわたって試験蹟孔が行なわれた。上チン ドワイン県Yinmahin司












































物， 5. 建設資材， 6. 鉄器類と電気器具， 7. 自動車，その他の運搬具，予備ム
8. 化学製品と染料， 9. 装身具， 10. 家具類，11.薬品， 12.紙，文房具，学校教














































花生油を大誌に輸入し3 そのほかにシュヴェボ，サガイン，メイク チラ， ヤメチン？
キャヲクセ，タエトミヨ，マググェ，マンダレイ，モニヴァ，ミインギャン， ノぞコッ
ク等の諸地方に胡麻穂子 ・均年花生宍付班を派遣して食用油原料の確保に努めたと
一（ 80 ）ー --148-
ヒ ノレマ
人民販売公社食用油配給事情 (1964年3月末現在〉
種 類 買付又は輸入加工量；〈ピス〉 配給量〈ピス）
l. 1客花生油（国産品〉 1,110,314 1,065,154 
2. 落花生油（輸入品〉 5,995,544 5,584,820 
1 糖油 412,000 411,000 



























6. 織物（販売した組合数は 6，買付けた組合数は 5)









1. 落花生，2. 織物， 3. 茶の主主＇ 4. 葉煙車， 5. 乾魚， 6. 米， 7.農機具，
8. 塩， 9. J点火器， 10.木炭， 11.雑。













! ! I 開設された店舗総数
地 方 別 1県数 l郡数 トーー ァ一一 一 一←ー「一一I I i卸売 i小売i主建r計
1. カチン（チン及びサガイン） ¥ 11 ¥ 66 I so I 1s6 ! s2 ¥ 348 
2. マン ダ レ イ i 5 J 25 ! 44 j 122 ) 17 f 183 
3. カヤ及びシャン ！ 9 i 91 l 73 I 141 l 14 ! 228 
4 マググェ ； sl 21 i 32 l 130 l 19 I rn 1 
5 アラカン ： 4 I 23 i 2s I 68 : 16 1 112 
6.ペ グー ； 6! 40 I 45 I 166 1 124 I 33s 
7 イラワジ ： 5 i 26 ! 34 I 146 ; 50 [ 230 
8. コウツレイ及びテナセリム ； 6 f 26 I 2s ! 156 : 90 1 214 
9 ラング ー ン 1 12 ! 22 I 27 j 469 i 280 I 776 
一（82 ）一 - 150-
ヒルマ

















































































；教育学部 ’教育学芸i教育得業土 ！卒業者 ．得業土
凶47-6
れた上級助教員の数 i I 1 1 
ヲ， 1962～63年に養成され l I I 
た上級助教員の数 I 1s6 ・ I 281 I 4:3s l 
3. 19… 年に養成されi226 I 185 i 213 J 似
た上級助教員の数 ｜ ｜ 

























































































































































































































































































































































































学 校 5}1j 
； 学 校 数





















60 60 60 
33 33 33 
270 285 285 
69 69 69 
一（ 86 )- A4鼻
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も選抜された生徒で、ある。 これら優等生達を収答する第 i回学生夏季宿営は， 1964～



































































































l 9 6 5年 4月 1日
〔政治〕
ビ ル マ日 誌





ラングーン 45 シャン州 10 
カチン州 8 カヤ州、！ 2 
マングレイ 17 タトン 1 
モーノレメン 7 タボイ ゐつイ
メJレグイ 1 ノ〈セイン 5 
サラワデ、イ 1 ヒ0 ・1アポン 2 
ノ、ンタワディ 6 ヘンザダ 5 











は殆んどこの国有化を歓迎した。 (¥V. P. D.) 
V反乱軍の動き－一一Kyangin発：Betyai警察管区の Kansai村に約60名の共産．党
反乱軍が侵入し，村落協同組合店から物資を略奪し，火をつけた。
























(W. P. D.) 
Central Com-








と述べた。 (4. 3. G) 
〔経済〕
' 3月26日現在の政府保有外貨は10億8068万0199K （うち連邦銀行保有は 9億
0659万1127K）である。なお， 当日現在の総流通通貨盆は19億2387万0290Kであ
















ネ ・ウィン首相， HlaHan教育保健相， U Thi Han外相， MaungLwin大佐， U
Soe Tin外務次官などが出迎えた。 (W. P. D.) 
' "'l、ieTimes", ネ・ウィン首相を評価一一ロンドン発： 4月：31-付の“The
Time：－刊紙はネ ・ウィン首相を評して， 東南アジア紛争における最高の調停者であ






































































地 主 の 型態 i地（天）数 l
長ノレマ人で糊桝〈在地主 ！ 肌似7l 2,195,331 !_ 31 
ピノレマ人で非耕作不在地主 （ 肌 479! 2，加，952! 48 
非榊在村地主 ！ 仇似j940,788 ¥ 17 
制寸耕作地主 : - f 1,440,ozs I 26 






ーな措置がとられるであろう。J (W. P. D.) 




た同時に，私立学校の国有化措置を支持した。 (vV. P. D.) 
V モーノレメン発：民旅民主統一戦線反乱軍がYe若1SKyaukmigyaung村に侵入し，
総合農協， 国営木材局木材我採諜などから合計2400K相当の現金，物資を略奪し















である／J f騒動を起した僧侶を；破門せよ／J 「仏教を向上させろ／」 「総ての暴









('W. P. D.) 
’反乱軍の動き一一Pyu発：トングー県Oktwin郡 Kywebwe村が共産党反乱軍





(4. 9. ・v. P. n.〕
〈経済〕











(W. P. D.) 
Vイラワジ，ラングーン，インセイン，ノ、ンタワディ地区で営業している全民有

































ど〉かなり徹底した取締りが行なわれている。 （Ｗ．P. D.) 
v繊維工場を国有化一一工業省繊維生産調整監督委員会は 4月7日付で Victory
ナイロン工場の経営権を接収した。
なお，当工場には約'.-30人の労働者がいる。 (W. P. D.) 
〔政治〕
V仏教徒のj)Jき一一1V1onywaで約30名の武装した〈刀剣，こんぼう〉修道僧が
I ltandaw Aunglan地tz.の社会主義計画党細胞指導者 U Aung Moe宅に侵入し荒
し向った。
この修道僧Jiは委のMa’finNyunの登録証明書を奪い， 次の日に lJAnng Moe 
l人で Phayaniまで取りにくるよう通告二していった。
また，暴徒は党支部書記などの家を次々に襲った。
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つマンダレーの東方， Payagyi地区に僧侶がポスターを貼りつけた。そのポスタ





。そーノレメンでも若ヤ僧侶達による反政府ポスターが貼られた。 (W. P. D.) 
, Pyu発： Kyetpaungchaung村西方のペグー 1IJ間部で，政府軍第3カチン銃隊
と；seyawaddy君IS共産党員 BaTinに率いられた10名の反乱軍が交戦し，反乱側医





































及，農業調査実施などに関する討議を行なった。 (W. P. D.) 
V新らしい法律に基づいて今，地方の土地委員会メンバーが社会主義計罰党＇ i}t 














稲 25K ピソレマ葉タバコ 60K 
落花生及びチリ－ 50K ジュート ・ケナフ及び綿花 20K 



















2,90, 150 l' 
87,685 II 
ビ ／レ ぜコ’
ポ ナア ト 34,468エーカー 玉 ね 会f 5,449エーカー
ピ、ノレマ葉タバコ 510 II L、／、、ュー、i、 92,200 II 
ケ ナ フ 20,930 II ’ブ 、ソ J、ミ 141 I 
Pebyule 25 , Pedisein 46,267 ” 
Butter Beans 4,163 II Peboke 21,690 f’ 
Suntani 之、980 If Suntapya 4,654 I/ 
Pegyi 283 II Pesingon 2,09,304 11 
Penauk 60 ’f Pelun 1,440 I 














V反乱軍の動き－Tachi]ek県 l¥1ongyau郡 ＂＼Vampum村近郊で，政府軍と の交
戦によりシャン反乱軍10名が死亡した。この交戦は政府軍第3連隊と38名からなる
シャン反乱軍によって行なわれたものである。なお，政府軍側に損害はなかったの















た。空港にはSanYu准将， MaungLwin大佐， lJThi Han外相らが出迎えた。
。向日，グェトナム共和国首相ファン ・パン ・ドン，ラオス連立内閣首相スフア








して経済協力として l億4000千万 ドノレを12年間で支払う。（NAB/AFP-W. P. D.) 
〔政治〕
，仏教徒の動き－ サガイン発： 7名の僧が社会主義計画党員の住肘に侵入し，




























































V新紙幣発行一一内閣評議会書記1さKoKo大佐は声明（第48号〉を出し， l K, 



















大佐， MaungLwin大佐，U Thi Han外相，KoKo大佐らである。
(4. 22. ¥V. P. D.) 
〔政治〕
V私パスのストライキー一一昨日に引き続きラングーンの私営パス路線が山獄スト
を決行し，多くの定期券利用者の足を奪った。 (Vv. P. D.) 
v反乱軍の動き一一一Pa-An発：約50名の NDUF反乱軍が Shwegunに侵入し，
PSC販売店を破壊した。これに対し政府軍第32連隊が応戦した。（4. 22. vV. P. D.) 
QPa-An発：約60名の NDUF反乱軍強力部隊が Papur】郡 Kamamaung村を攻

















(Vv. P. D.) 
v国有化学校は5月3日に再開一一全ての国有化された学校は5月3日一斉に国
営苧校として再開される運びとなったで しかし，国有化された中 ・高校の小学校ク
























V ヴェトナム民主共和国ファン ・パンドン首相とホアン ・ミン ・ジェム文化相ら
一行がインドネシアからの帰途p ミンガラ ドン空港に立容孔 U Thi Han外相，
l¥1aung Lv11in大佐らと会見した。 (W. p・ D.) 
v陳毅副首相立寄る一一！凍毅中国語J首相兼外相が，インドネシアからの帰途ラン
グーンに立寄った。 なお，陳毅外相は空港で U Thi Han外相， J¥,faungLv.rin大















































, Maymyo発： Kunlong辺境地医 KoKang地域で行動していたシャン反乱軍



























が Zigo口近郊で両岸から反乱軍の狙撃に会い， ヲンチは炎上沈没し， 1名が死亡，






































軍は約 1時間半後に立返った。被害総傾は約5芳Kであるc (4. 28. vV. P. D.) 
4月27日
〔敦治〕
v政府，仏教徒を逮捕一一内務省は， 「政治的3 経済的暴動を起し， 宗教行為を
超えた不法行為をした修道僧を拘禁したj との声明を発表した。逮捕された修道僧
は，ラングーン22名，マンダレ－16名，サガイン8名，モニワ13名，シュヴェボ5





















任についてそれぞれ意見を発表した。 (vV. P. D.) 







































。ラングーンでも数名が逮捕されたといわれている。 (Vv. P. D.) 
Oなお，逮捕された人達はほとんどが，前AFPFL（反ファッショ人民自由連盟〉，
Union Party, NUF （民族統一戦線〉メンバーである。 (G) 
QChaulζ では U Sein Maung （前 AFPFLMP，現在郡 SECC議長）， Thal王in




(5. 1. W. P. D.) 
v反政府分子の逮捕続く一一♂akokku発：地区 SECCメンバーを含む38人がさ
らに昨夜公共秩序維持法に基づき逮捕された。
。マンダレ一発：当市で元軍少佐 HlaAung （現在 Naga葉タパコ工場でイ動いて
いる〉が逮捕された。
。ペグ一発：当i41及び Nyaunglebinで7名の元 AFPFLメンパーが逮j甫された。
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扇動にのらぬよう要請する。 (W. P. D.) 
v反政府分子の逮捕一一ラングーンでは，最近不法分子と して合計41名が逮捕さ
れた。なお， :1-：な逮捕者は次のとお りである。
U Pyo Nyein （前 UP国会討策担当書記入 U Than Sein （前 UP国会対策担当
書記），U Tho Tun （前 AFPFL国会対策担当書記），U Ye Goung Nyunt （前 UP
国会議員），Bo Ye Hla （前AFPFL幹部）， Yebaw Ba Thein, U Kyi Maung, 
Thakyin Myo Nyun, Yebaw :rviya Thein, U Shwe羽Tin,U Khin Lat. 









The Guardian 4. 24. 
〔質問 1〕 旧紙幣と新紙幣とが法貨として相ともに流通すると新紙幣の発行によりイ
ンプレーションが発生する心配はないか。



















































































句 j米：間 雪〉！比率 ｜人口〈人〉！比率（
l三竺lイラワシ I I i ! 
l下里十1栴 叩 ” － 一！ 一－｜“一一一伊一 i I （イテ：フデ、ル夕を除く） [ :nc .1 , 43. 8% ! 9,106,044 I 39. 2% I 
l上ピ／レマ I 508.4 ( 1.2% 1 丸6川
iその他 1 1054. 3 1 15. 2% r 4. 192. oo 1 18 1 % i 
｜玄一 一 正I一叶克不；9
f¥所：「Economicancl Engineering Development of Burm吋
Knappen Tippetts Ahetts McCarthy. 
: ・working Peolc's Daily J9fi5年2月BF{
上表によればイヲワジデノレタ （へンザダ，パセイン， ミヤンミヤ，モーピンP ピヤ
ポン5県〉での米作芳：は全ピノレマの 33.8%，さ らにはトングー，プロ ーム県を北限と








































l編成による政府 ！機関に対する破 i入，テロ，政府機 i
I '.*fとの交戦 ｜壊活動 i関への破壊活動 ' 
NDUF 
カレン民 族 統 一 党
(KND Oも合む）
1 9 13 -! J 3 -・: 
4 I 2 ! 2 l 




















｜ 耕作農民 ｜ 非 耕 作 農 民 i 
；一一 一 「一 一－ 1 -ti－村地 主ーへ 末日在地主’”！ 総Uri積 1
：人数 IHiY 積 l:lケ数Tifi
i山マiuい川74¥
i上； i l I i 
>' Iレマ 866 338, 7,250, 773 28, 162: 418,154: 35 776目 57l,25L !B'l 
｜ ’ ＼ ・ 1 i ! 
I I 1 1s ,12111,31s, 1031 141, 721f 93o ,21j 
1合 計・I1, 746,86513,044, 1471※ ！※ ｜※ ！※ 119,290,1.27 
し一一」 一一一
/:L¥Jji：：「ピノレマの農業経済」 ：似し数字は1953年当時のもので，※，ミnはTheWork-
ing People’s Daily 1965年 4月7日による。





















と忠、われる。 6月2Hのビノレマ各紙は元商工相 ・陸軍准将オン ・ジー，元大佐チー ・
γ ワン，元ガーディアン紙編集長ワー・セイン・ウィンが同時に逮捕されたことを報じ
ている。 この逮捕の理由及び場所・は判明しないが，オン ・ジーらはマンダレー近郊の































7'-l: 1 . 1963・-64年「ピノレマ経済白書J
注 2. 1963年2月9日，時の商工相オン・ジーが辞任。 （オン・ジー k(:{J;について
は，動JirJ分析宣伝紡ifカレント ・レポー トNo.lJを参照〉
注 3. 1963-64年「ビルマ経済自苫Jによると凶民総生産：は前年比一1.6%。













Shwe大佐， 1、hatmgDan准将， ThanSein大佐， Hla Han大佐， Maung Lwin 






































































(8) .1963年～64年に UBAMB米合；H・110万 basketsとおよそ30万KのPscp;fi 
,1d，が損害を受けた事尖は民大な、貞二任である。 (5. 3 W. P.υ．） 
5月2日
〔政治〕




(V-l. P. D.) 
〔経済〕









(5. 6. ＼以 P.D.) 
QMyitkyna発一一第2カヤ銃隊所属巡成部隊は Dunbam，付近郊の小川を渡ろう
としていた3名のカチン独立軍反乱軍を発見し， 3名とも銃殺した。また同部隊は











































港には Maung・Lwin大佐， TunTha大佐， ChitKoKo大｛丸 ChitKhin中佐ら











(W. P. D.) 
れた。なおこれらの修道僧とー諸にU、たシャン族，外凶人なども連行された。
また 5J.1 4日にも l名の修道僧が連行された。 (W. P. D.) 
v反乱軍の動き一－Maubin発：約30名の民族民主統一戦線反乱軍は当地南方近
郊 Nyaung以raingに侵入し5000K相当の物資を略詳した。 (G) 
5月7日
〔経済〕


























(1) 現在は初等科・教員については 1年，中等教員については 2年となってい
るがそれぞれ今後も現行どおりとする。しかし，開立学校教員については 3ヵ
Jj問の特別訓練を行なう。








る教育方法，（8）悶民文化の向上。 (W. P. D.) 
V学校間有化一 －4月 1日の私立中高等学校国有化に引き続き全悶で合；J54の晃子
録私立学校が封鎖された。なお当局はこれらの学校の：＇ 1三徒は悶：守
手‘続をとつてν、るO (W. P. D.) 
’宗教担当官が逮捕さる一一ーマンダレ一発：マンダレー宗教担当局局長補UMy-
int Han及び，県宗教担当官 U Tin 恥faun京（高（jMyanma Lanzin Daily記者）が
述．行された。 (W. P. D.) 
V修道｛慢の逮捕一一ーマンダレ一発：刊行口jはSouth-of-the-Moat地収にあるShwe‘
clau昭 寺院 （Myintwun派所属）の捜査を指令し，当寺院で婦人 とー諸に いたU
Thawmanaイ曽を逮捕した。なお当寺院からは麻薬， 注射器，短刀， アジピラなど















会がTaikkyi,Tharrnwadd：；ら Mingaladonなどでも開かれた。 (W. P. D.) 
v反乱軍の動き一一－Yegyi発：約200名の民族民主統一戦線反乱軍が当地近郊
Bokechaun災警察；習を攻撃した。なお双方とも損害はなかったもょう。
(W. P. D) 
Oシュリアム発：：最近新設した Natsingon村 Kyagan警察派出所が約30名の反乱
軍の攻撃を受けた。これにより警察官1名村民4づ包が死亡し， 3名が負傷した。
(5. 12. "¥iT. P. D.) 
Oモールメン発：Ye及び Thanbyuz.ayat地域で行動中のそン反乱軍BoLawグ
ループ所属の 447:，の反乱軍が Lamaing村組：情政府軍第31連隊に投降したの
(5. 12.羽T.P. D.) 













































(5. 12. vV. P. D.) 
〔経済〕
V カヤ州、lの人民農場一一一農林省次官補 YeGouniミ中村：はカヤ州の Ngweclaun広人
民農場を視察した。当人民農場は，目下多大な労力と機械力を投じて建設中のもの
で，すでに3000ヱーカー以上の農地が整備され，今期モンスーンには稲が栽培され
















委員会が行なう。 (W. P. D.) 
, lx!iL軍の活動一一－Bassein発： N♂apudaw郡 Kyonegu1寸駐留響察隊はカレン
民核防衛組織（KNDO）反乱軍が略存行為を続けている Pyinmagmin村を攻撃し
反乱軍1名が死亡，数名が負傷した。 (vV. P. D.) 
V箪が寺院を清嗣一一MaungMaung Lay中佐の率いる陸軍部隊がマンダレー
のDhamrna¥i¥Tinayayanthi寺院，など四つの寺院の寺庭，院内などを清掃した。










部修正と僧侶の資格認定証の制限緩和を考慮することを決定した。 (vV. P. D.) 



















し入れ及び現金取引業務は医！蛍業銀行の内該支店が行なうの (W. P. D.) 
v修道僧の逮捕一一『マンダレ一発： 当市 Thegon寺院の修道僧が連行された。
また当局は， Kusinaryon寺院及び SaSana I,an只kara寺院を家宅捜索し， ラジオ
レシーパー，ラジオ部f店，軍用ストッキング，反政府ノミンフレット，麻薬，などを









V タパコの製造←－n宇年10月 1日から今年3月31日迄の問に人民；煙車産業は 4億
8935万0850本の紙巻タパコを生産した。これは昨年度同期に比べ1120万0800本多い
と人民煤草産業経営委員会が報告した 。 (W. P. D.) 


























V シンガポール首相訪問、一一マレーシア連邦シンガポールの LeeKuan Yew首
相とその一行が空路ラングーンに安，1清した。なお？：＇？.港には U Tun Tin外務省osn
ちが問迎えた。
Lee首相らはラングーンに 2日間滞在した後14日にカンボジアに向う予定。











た。 (¥V. P. D.) 
（経済〕
v農業融資－－Myaun只mya地区の農業銀行，県 ・þÿ•áSACメンパーからなる22










一（I 32） 一司2?11. 
ピノレマ




















作 物 ｜作付而積〈エーヵJ 融資総額（K) －， エーカ ｝当り
｜ 一． … ｜ ｜ 献、資額 (K) 
米 (lくaul王kyi) 1 109, 120 r 2, 7仏… I 2; f) 
モンス一ン期落花子主 I 4,010 I 2m,soo i 5 0 
モンス一ン期胡麻 i 13,110 I 131,100 I 1 
長繊維綿花 ！ 店，（）
ポ テト ！ 30 I 2,250 I 7 
（ ｝ 
5 
ジ ユ一卜 i 1,000 ! 20,000 I 20 
ケナフ ！ soo I 10,c)oo I 2 0 
Pei 
従つて今年）」Eの融資総額は345万6380Kで、昨年．より51万‘9975K多く，耕作i百i穣が
j威少したマン，夕守レ一郡を除いて Singu,Maymyo, Mandaya, Patheingyi, Amara-






















(W. P. D.) 
v反乱軍の動きーーモーノレメン発： Kyaikmarawþÿ•á   SSarana, Sankalaung村問で，
NDOF 反乱軍（ThetAungグJレープ）とそン反乱軍（AhLeinグループ）が衝突し，
モン反乱軍1名が重傷を負った。なお交戦の後モン反乱軍3 'f-1が瞥察に投降したの






ていた。 （羽r.P. D.) 
V反乱軍の投降一一一シャン州KoKang地域で行動していた反乱軍のうち56名の






L:'' ノレ './ 






















場・の賃金政策の調整について討議する予定である。 (W. P. D.) 
，農業融資一一一モンスーン期作物！1i］け農業融資の支払現況は次のとおりであるu
Paungde羽l～ 3万2225K, 















Paungde þÿ•á ( 総傾 10W刀仰ド
Thegon ilS 
Shweda判部） (W. P. D.) 
仁政治〕
V反乱：』衰の彰jき一－Tavoy発： Launglon郡 Maungmaganから 3マイル地点の






(5. 19. V.f. P. D.) 
v政府軍第43連．隊所属部隊は Kengtung地区で約80名のシャンj又；sL軍と衝突し 2
1時間に波って交戦した。この交戦により反乱軍3名が死亡し，多数が負傷したυ
(5. 21.、V.P. D) 
〔対外関係〕
Vオーストラリア外相来訪一一UThi Jfan外相の招待によりオーストラリア外
相 PaulH.aslud｛氏が到着した。 なお｜両外相は 3日間滞在する。また1nyaLake 
Hotelで歓迎夕食会が開かれ， SanYu准将， MoungMou時 Kyaw¥Vinn, Thau-
ng Tin大佐， Than Sein大佐， Hla Han大佐， Khin Nyo大佐， Ba Ni大佐，









































ことであるu (5. 19. W. P. D.) 
〔対外関係〕






UA. Mya Lay 〈議長〉， Maung Kyaw大佐， U Bu Rai, U 'Jbaing Than 
Tin》 Kyaw-Khine中佐， HlaBu少佐〈者；記長） U Kyaw Myit （世：記長補〉
(W. P. D.) 
vイラワジ県SAC会議一一－Basseinの南西単管区司令部で県治安行政委員会会
議が開かれ，？i軍管区千司令官SanKyi大佐，高lj司令官TintSwe大佐，ら響察関係
官， PSC,UBAM B, SECC関係者が山牌；した。 なお当会議は主に県の経済事情に
ついてのJ討議が行なわれ， SanKyi大佐は経済il!-i地iの巡行のために｛言救すべき統計
が必誕であることを怯調した。 。V.P. D.) 
'f bi. 乱軍の投降ーー今日までシヤン高原で活動しているJimmy Yant：クツレープ
にJt.r!JするJx・1fjLt1tのうち合計391名が投降した。なお同時に， ピスト／レ41γ， カービ
ン銃32T, 自動小銃ur，機関銃8丁， ライフノレ銃264.T, 対戦車仰irなどの武
球と手f:tW弾氷河闘，弾丸2万201111闘を押収された。 (W. P. D.) 
v僧侶が政府を歓迎一一一企倒的に修道教育を再開するための修道学校教育セミナ
















軍がこれに以撃して）>i.市L仰lj2名が死亡し多数が負傷した。 (5. 21. W. P. D.) 
01ぇ：百じ軍スパイー－ Myaungmya発： Myaungmya地方裁判所は非合法結社法に
基づき MaungSoe Myintに対し 2年間の懲役）刊を言い渡した。なお MaungSoe 
MyintはTinAyeとJtに昨年12)-:J18日政府軍の動きを共産党反乱軍に知らせた理
由で逮捕され， 頭t]Jは両者共スパ，イ活動を認めてし、たがTinAyeはその後否認し

















(W. P. D.) 
’5 fa.I1.4H現在の政府保有外貨準備は 9億6029方1307Kで， うち迎邦銀行保有は
7｛意7203方6896Kである。又同日現在の総流通通貨超；は19億8040万7037Kである。





































(N. P. D.) 
v村落農地委員会が改組さる一一Pegu県 Kawa郡 Thakala村農地委員会が好
ましがらざる行動をしたとして解散を命じられ新らたな農地委員会が設置された。











fニO (5. 2:3. G) 
〔経済〕
' 農業融資－Monywa県では現在まで878万j150 Kの農業融資が文払われた。


















に理解と好意と擁信をもって努力しなければならない。 (W. P. D.) 















段などを清掃した。 (5. 24. W. P. D.) 
'li乱軍のJ)Jき－Paungde発． 当地近郊20マイル地点のThaphnchaung村に
米500袋，］えび森林＇.fl働者－を迩搬寸1の13台のトラック ｜滋が Bogyi近郊でNDUF反





たりした。 (5. 25. W. P. D.) 
○アキャブ発．．当郡Wabo村近郊で共産党反目し軍8名と響察ノミトロー／レ隊が衝







U Aung Gyiへの引きつぎが不正であったことも発見された。 また今週中に約70










¥T] '0千rSein Mya大佐，党＂ I火組織了委員会統合書記Tt1anSein大佐，供給・協同
組合省次’じi'M:yo Myint 1ト！日i，貿易振興省次1;fSan Win 1t1{J.:Jえび党関係者，県・



















(a) 57マイル築堤工事， 60マイノレの主要運行建設， fi（）マイノレの排水運河建設を
合むハンタワディ地区海岸地方の11フ75000ヱーカーの洪水対策総合計問。
(W. P. D.) 
f政治〕
' 反乱軍の動き一一一Kawkaleik発： 当市に侵入を試みた20名の NDUF反乱軍は
Kawkaleik川横断の最中政府軍に発見され侵入をあきらめた。 (5. 26. G) 
。政府軍第42連隊Tiddimキャンプにチン反乱軍 m大休刊Lf:1と H中｛左目 4名が
























時間の無報酬労働を， また木局の217名の事務職員は 2週間， 1時間の無報酬超過
勤務を決定した。 。'!v.P. D.) 
’ラングーン大学理事長NyiNyi教授は教育省次官補に任命されると同時にヲ






















なお農民が捕えた7f.1の反乱軍と武田村申薬は Nyaun舟Wain只午、・I"の軍 ・警察 に引
きり主された。 (W. P. D.) 
, Tachilek　発：シヤン反乱軍“第6大隊司令官“Phone Minは泰紬i悶境イ、l近の















い。 （W.P. D) 
, PSC 問題一一マングレ一発： 5月22日特閉会関委員会によって検関され職務
解除されたPSC間係者のうち PSC商品配給センターマンダレー支部長Ｕ Aung 
Gyi，マンダレ－ii社会主義経済建設委員会副議長 U Ba Shinら関係者多数がrn
瞥終に逮捕された。 （〔〕〉
▼反乱軍の動き――Yegyi発：Kyaunggon郡 Zi-ngu村にし、る反乱軍 に来｜ず る
政府軍部隊の攻撃によって1名の NDUF反乱軍が殺されl名が捕えられた。
(G) 







中央農地委員会福1］議長TinSoe大佐．ら もU：＼席した。 (W. P. D.) 
▼農地委員会訓練講習会ーーペグー郡治安行政委員会，党支部による第1 ［日農地
委員会訓練講初会がさI郡内の村落農地委・員会メンバ－40人を集めてペグーの Kyay-
nikan Dawai寺院で開かれたの又同様の講習会が Insein県の Hlegu及びNyau時 ー













6月 1日のオン・ジ一元准将らの逮捕に引き続き， 8日，革命評議会員 KhinNyo 































































6月1日 O Kawkareik発－Kawkareik= Kyondo道路r Myapadaing交差点付近
で政府軍第14連隊所属の 5名の兵士が反乱軍の狙撃により射殺されたc なお，この報
せを受けた同連隊は反乱軍に反撃を加え，約60名の反乱軍と交戦し， 少なくとも反乱
軍4名が死亡しフ多数が負傷したものと思われる。 (6. 2.vY. P. D.) 
O Bogale発－当地区 Begyan駐留政府軍第51連隊所属の槍鱗兵 l名が岡部隊哨所
から脱走し， NyoMoung派の20名の共産党反乱箪に加わったが政府軍の攻撃により
脱走兵は捕えられ6名が死亡した。 (6. 5. W. P. 0.) 
QNamsam発－SaiKyaw Hanに率いられた約70名のシャン反乱軍が Loilem県
孔fangai町警察署を襲撃した。なお，これに対し，政府軍第49連隊が応戦し反乱側5
名が死亡し，政府軍但lj1名が死亡した。 (6. 7. ¥V. P. D.) 
6月2日 O政府軍は NamSam郡にある Palaung以乱室とシャン反乱軍の陣地
を襲撃し9 3名の反乱軍が死亡し， 1名が負傷した。 (6. 10. ¥・. P. D.) 
6月3日 O政府軍は Kyaukme県 Manhauk村付近で30名の Palaung反乱軍と衝
突し、約30分間交戦した。なお，反乱例J2名が死亡したc
6月4日 Oシャン州各地域での最近の政府軍掃討作戦によ ってァ 4名の、ンャン反
乱軍， 3名のバラン族反乱軍が死亡しp 武器，弾薬等多数が押収された。（6.4. G) 
() Nam Savvlaw村近郊でMarnNawに率いられた15名のカチン反乱軍と当地区で行
動中の草警察連合哨戒部隊と交戦し， 反乱軍指導者－が捕えられ， 2名が死亡した。
(6. 9. ¥V. P. D.) 
6月5日 O ミチナ君I）で掃討作戦中の政府軍部隊は Phalaw村付近の反乱軍隠れ家
を襲撃し3 反乱軍4名が死亡し，武器を押収した。 (6. 9. vY. P. D.) 
6月6日 O Mangtung駐留政府軍部隊は Namphyan村付近のジャングノレで中国
人反乱軍（KMT）と 2時間にわたって交戦し，反乱軍仮！J5名が死亡し， 3名が負傷し
た。 （6.11. W. P. D.) 
6月7日 QMyaungmya発一約60名の武装したカレンj文乱軍が深夜，当市内Yoku
地区に侵入し，協同組合販売店を襲って， 3000K相当の物資を奪った。その後近くの
民家に侵入し，テロ行動を続け少くとも 3人が負傷したc (6. 11. ¥'. P. D.) 
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ピノレマ
Sindoke村の堤防が破壊された。 (6. 10. W. P. D.) 
6月夕日 Oモーピン発－BohMaung Zanに率いられた NDUF反乱軍が元饗察
官に導かれて Htani村の警察派出所を襲撃，又間村の政府所有酒店を襲い，370K入り
の金庫と1650K相当の酒を奪った。（6.12. W. P. D.) 0 Kyaukine発ー当地区で行
動中の政府軍第2連隊戦闘部隊は Palaung反乱軍の本拠地を襲撃して，武器多数を抑
止更した。 (6. 12. ¥iV. P. D.) 
6月10日 O Henzada :Lil［玄にある共産党反乱軍基地が政府軍第18連隊部隊によって
占領された。なお，同時に反乱軍2名が捕えられ，武器，各種通信機器，重要文書等
を？甲収した。 くも"fv.P. D.) 
6月1日 Oモールメン発ーコーツレイからモーノレメ ンに航行中のランチに来って
いた4名の反乱軍が乗員から物資を奪おうとしたが， 同来の警察官と乱闘とな り，反
乱軍1名は死亡し， I名が負傷，文警察官 2名が負傷した。 (W. P. D.) 
6月12日 O ミチナ発一約50名のカチン独立反乱車は vVainmaw村に侵入し，畏家
に火をつけ14戸が全焼した。 (Vv. P. D.) 
6月14日 0 Yegyi発一－Kyaunggon= Athok問自動車道路の Nyaungchedむ1k橋
が反乱軍（NDUFと思われる〉によって破壊された。 (G) 
6月17日 O Dadeye発－－Kungyangon郡 De【fanaw村の 1漁師が Seikkyi付近で
操業中， NDUF反乱軍が突如現われ，漁師を銃殺したO 文反乱軍は同夜，家にいた
4名に対し発砲し， l名が死亡した。 (6. 22. Vv. P. D.) 
6月22日 ○Mohnyin 郡 Namma村東方 3マイノレ地点にあるカチン反乱軍キャン
プがミチナから出撃した政府軍第58連隊の急襲によって，完全に破壊され， 反乱軍3
名が死亡した。 (6. 29. vV. P. D.) 
6月23日 O Bogaie発－Kadonkani村ーから巡戒に出ていた響察隊が Ywagale村近
郊で共産党反乱軍の襲撃に遭い， l名が死亡し， 2名が負傷した。又反乱軍は武器を
奪って逃走した。（6. 25. 'vV. P. D.) 0 Moulmeingyun発ーモーピン郡 Hlaingta村
駐留政府軍第93連隊は共産党反乱軍と交戦し，政府側 1名が死亡した。 なお， 反乱軍
倶rjもかなりの損害を受けたもようである。（6.28 vV. P. D.) Oモーノレメン発一政府：
軍第lチン銃隊，第4連隊所属 l部隊が Ye郡のタイ国境付近で NDUFBi.苦し室と交
戦し，NDUF郡議長を含む反乱軍3名が死亡し，3名が捕えられた。（7. 1. ¥V. P. D.) 
6月24B O Mohnyin発一政府軍第58連隊戦闘部隊は当郡 Nanma東方の ジャン
グノレ地帯にある KJA反乱軍隠れ家を攻撃した。なお，反乱軍と 1時間交戦した？を，政




産党反乱軍と交戦し，共産党指導者MgThai, Ye Hlaが負傷した。（7.2. W. P. D.) 
6月25日 QPegu地区 Kyaul是sayitキヤンフ。駐留の政府軍戦闘部隊は E仁yunl
村付i三で、 KNUP反乱軍と交戦し， KNUP部隊長ThanSein，高lj部隊長NgaThaung 
が死亡した。 (7. 2.W. P. D.) 
6月26日 O Pa-an発－BoMyaグループに属する30名の NDUF反乱軍が Phare-
eyayatの警察戦闘指令支部隊を襲撃し，警官2名と市民2名が負傷し， 1名が死亡し
た。なお，政府軍第28連隊部隊が追跡したが， 反乱軍は無傷で逃走した。（Vv.P. D.) 





所は明らかにされていない。 (W. P. D.) 
























(1) 勤続年数 1年以下の労働者については各々 1ヵ月分の給与を支払うc
(2) 勤続年数 3年以下の労働者については各々 3ヵ月分の給与を支払う c
(3) 勤続年数3年以上み労働者については各々 6ヵ月分の給与を支払う乙
















































共同で行なうことにした。 。Tv.P. D.) 
























































































































(6. 1. W. P. D.) 
6月夕日
〔政治〕




l Khin Nyo大佐が解任さる一一革命評議会布告に基づき， 6月9日付で Khin
Nyo大佐が革命評議会員を解任された。
（注〉 Khin Nyo大佐は革命評議会員であるとともに，1963年9月までピノレマ鉄
道総裁をつとめていた。 (¥V. P. D.) 
v反説軍襲撃に関係した地方官吏が逮捕さ否一一Penwegon発： 4月14日約40名
のNDUF反乱軍がKyauktaga人民販売公社倉庫を襲い，約2万K相当の物資を怒
った事件に関係したとして， Pegu県治安行政委員会書記長 LunTin大尉， Kyauk-
taga SECC副議長 U Yi PhanらPSC関係者6名と市民1名が逮補された。



















































6,048,900K (¥V. P. D.) 
V東独軍事使節団来訪一一東独国防省高1J相＼，ValdemarKerner 海軍大将を団長と
する軍事使節団一行がラングーンに到着した。なお，一行は空港で国防省の Ivlaung
Lwin大佐， TunTha大｛む ChitKo Ko大佐， KyiMaung中佐らと会見した。




(W. P. D.) 
þÿ%¼ÿ!0ûA会議に UThi Han外相一一第2回アジア ・アフリカ会議に出席するビルマ
代表団が発表された。これによると，主席代表に U Thi Han外相が任命された。
なお， U Thi Han外相はA・A外相会議にも出席する。 (¥¥. P. D.) 
〔政治〕
V元連邦党（ピドンズ党〉代議士 UTun Aungと元連邦党地方執行委員 UThan 












なお，当会議には東南軍管区司令部参謀長 KhinZa IImon，副司令官 SeinLin 
大佐，コウートレイ州評議会議長SawHla Tun，コワートレイ州評議会員SawPo 




(6. J 5.W. P. D.) 
6月 13日
〔経済〕












ることが期待されているo なお， 5ヵ年計画iにより 1965～66年から1969～70年まで






















































る。 (W. P. D.) 
〔対外関係〕
’U Thi Han 外相 A •A 会議へ出発一一－U Thi Han外相は第2間A・A会議に出
席するため，ラングーンを出発した。なお，空港には SanYu准将，Sein¥Vin准
将， ThaungTin大佐ら政府閣僚，その他関係者多数が見送ったO
なお， U Thi Han外相はアルジエ リアに向う途中， 西独を訪れる予定で、ある。
なお， その他の一行は工業省次官 MaungMaung Kha大佐， 国家計画省次官 U
Ohn Khin，工業開発公社の MaungOhn少佐，国立商業銀行の U Aung Sint，私
設秘書官 ShweKyi大尉らである。
なお子この他A・A会議に出席するものは次のとおりである。
U Soe Tin （外務担当常任次官）， James Barrington （国連代表）， U Tun 
Shein （駐日大使）， U Aung Shwe （駐アラブ大使）， U Zahre Lian （駐仏大使〉，
San Myat Shwe中佐， Htoo少佐（社会主義計画党）， U Ba Chit 〈外務省政治
局長），U Kyaw Min （外務省政治局次長）， U Tin Myint （外務省政治局局長












































































































































vυThi Han外相西独首脳と会見－ U Thi Han外相と UOhn Khin外務次官
はリユフ。ケ西独大統領及び、シュレーダー外相の招待により 16日よ り西独を訪問して
一行は本日国務長官’の主催する昼食会に出席し， 各種の問題につい
て友好的に意見を交換した。 (V./. P. D.) 
- 152ー
なお，































Y U Thi Han外相， エアハル卜首相と会談一一ボン発： U Thi Han外相はエア
ノVレト首相とビ、／レマ経済開発の諸問題について会談する予定で、あるーなお， UThi 
Han外相はすでにリュプケ大統領，シュレーダー外相，ウエストリック国務相と会











と学生の意向を尊重して，このうちの4校の国有化を決定した。 (W. P. D.) 
6月26日
〔対外関係］
l U Thi Han外相，西独で援助協定に調印－6月16日から西独を訪問中のUThi 
Han外相は， フラ ンクフルトでドイツ再建銀行と資木援助協定に調印したc
また U Thi Han外相ら一行は26日フ ミンガラドン空港に致着し，空港での記者
会見で外相は「 ドイツ連邦共和国信用銀行からビルマ国立商業銀行への3500万マル
クの借款協定が最終的に調印され，成立したj と諾った。




(3）従って，協定調印は国立商業銀行を代表して U Aung Sinによ。て成さ
れた。
また協定調印の誌人として外国借款委員会議長として外相が出席した。
(W. P. D.) 
〔経済〕
V各地で農地委員会訓練講習会が関かれる，一－Henzada県では県農地委員を集め

































がそれぞれ接収する。さらに SECCのメンバーは PSCに異動し，倉庫p 質付セン
ター，販売店，商品交換センター担当メーパーはUBAMBないしはPSCに異動す
る 。（W.P. D.) 
〔対外関係〕
, Thaung Dan准将インドへ一一 ニュー ・デリー発：ノfリの悶際航空ショーに
参加した空軍参謀，情報文化相 ThaungDan准将を団長とする空軍使節団がイン









ることになり， うち36品が等級品目として比例割当制で 1人当り 2ヵ月分が販売さ
れる。また12品自（テトロン，蚊張，時計，外套など〉からなる統制品目の販売は，



















































































Meeclone 18 II 
Emata 3.6 fl 
Ngakywe 4.6 fl 
Kaukhnyin 0.8 II 
























通 l ! , I I 品 質 別 （Pyぉ）
義 i品 種別 ｜一－－ "i一一 γ 一一一 一寸一「 一一 i
号 1 j 5 % I 10% I 15% I 25% iぬ判 I 38% I 42% 
1 I Ngakywe I 130 l 125 [ 120 l no l 100 I 90 l so 
2 f Emata I 110 i 105 ! 100 ] 90 ! 80 I 75 I 70 
3 I Meedone I 105 I 100 I 95 1 85 1 75 I 70 i 6 
4 I Nga詑 in I 95 J 90 I 85 ! 75 I 65 1 60 ! 5 




通！ ! , I I 品 質汚IJ (K) 
0 
0 
1 ¥ Ng向 we ・1 20.80 I 20.00 ! 19.20 l 17.60 j 16.00 I 14.40 I 12.80 
2 I Emata J 17.60 l 16.80 i 16.00 l 14.40 [ 12.80 I 12.00 l 11.20 
3 i Meedone l 16.80 l 16.00 i 15.20 I 13.60 ! 12.00 i 11.20 1 9.60 I I I I I I I 
4 I Ngasein I 15.20 I 14.40 i 13.60 I 12.00 ! 10.40 j 9.60 l 8.00 
5 j Kat仙 刊 I16.so t 16.00 I 1s.20 J_ 13.60 I 12.00 J.11.20 l. 9.6o 
備考： 75ポンド＝34.05kg
小売米価（160ポンド入り俵当たり〉
通 i I 
1 I I 品 質月IJ (K) 
義 ｜品 種 別 卜 一 γ 一一「ーマー←了一一｜一一一7
号 1 I 5 % ! 10% 1 is% l 泌% I 35% i 38% I 42% 
1 r N附 we i 44. 40 j" 42. 70 I 41. 00 I 37. 55 I 34. 15 l 30. 75 I 27. 35 
2 I Ema ta l 37. 55 I 35. 85 / 34. 15 I 30. 75 I 27. 35 ! 25. 60 I 23 . 90 
3 I Meedone I 35.85 t 34.15 J 32.45 l 29.05 I 25.60 l 23.90 I 20.so 
4 I N gasein J 32 .45 I 30. 75 1 29 05 I 25. 60 I 22. 20 j 20. 50 I 17. 10 
I I ! i . I I I I 





通 s : 
l l i 品質別（K)
勢 ｜品種 別 l5九I 35弘・－r-3み｜五
1 i Ng向 we ! 43. 40 I 41. 70 f 40. 00 i 36. 55 j 33 .15 I 29. 75 I 26.；応
2 : Emata I :36. 55 ! 34. 85 ! 33 .15 i 29. 75 I 26. 35 ! 24. 60 I 22. 90 
3 l Meedone I 34.ぉ！ 33.15 j 31.95 j 28.05 f 24.60 ! 22.90 [ 19.50 
4 l Ngasein ! 31.45 1 29.75 28.05 ! 24.60 ! 21.20 I 19.50 ! 16.10 
5 ! Kat仙削1 I 34. 85 / 33 .15 '. 31. 45 I 28. 05 j 24. 60 ! 22. 90 l 19. 50 





－・ 吋 司 . ”＇ ・- .. 
Ngakywe 0.80 27.20 
Emata 0.70 23.80 
恥1eedone 0.60 24.40 
Ngasein 0.50 17.00 















































































































































ピノレマ（7, 8月〉 ‘ 
争ネ・ウィン首相の中国訪問
ネ・ウィン革命評議会議長は，劉少奇主席，周恩来首相の招待により，7月24日か
ら：.n日まで1:t,I認を親善訪問した。 なお同行者は次のとお りである。ネ ・ワイン夫人，
工業 ・労働相MaungShwe大佐夫妻，教育 ・保健相HlaHan大佐夫妻，革命評議会
官房長 KoKo大佐，外務省次官U Soe Tin，工業省次官 MaungMaung Kha大佐，




社を視察，午後劉主席， 周首相らと会談。出席者は（ピ、ノレマ側） Maung Shwe工業
相， HlaHan教育相， KoKo官房長， U Soe Tin外務次官， 〈中共側）陳．毅夕卜4：目
羅瑞卿高｜胎首命相，方毅対外経済進絡委員会主任，韓．念竜．外交部副部長， 楊浩成対外貿易
部副部長であゥた。 〔26日〕北京製材工場見学（縫瑞BP:ll同行〉，午後毛沢東党主席と会

















































日 誌 C7, 8月〉
7 月





2 日 , Thaung Dan准将帰国一一パリで開かれた国際航空ショ ーに行き，帰途インド
に立寄った援軍参謀 ThaungDan准将ら一行 6名がラング｝に到着した。なお
空港には ThaungTin大佐， BiaHan大佐， :tvfaungLwin大佐， U Thi Han 






の任務としている。しかしこれらの調査をさらに調整 ・促進するために H1aHan 
教育相が代表してこの度調査調整委員会が新らたに設置され，その委員には工業
省次官 MaungMaung Kha大佐，農林省次官＇ finSoe大佐，教育省次官補
Nyi Nyi教授，らが任命された。なお新委員会の任務は， ①調査政策委員会の段
替，③全ての調査活動が国家の社会主義経済及び社会主義計画に適応するよう指






3 日 V「土地革命における農民の責務」一一中央農地委員会副議長 TinSoe大佐は
Aungsanmyoの技師学校で開かれた第四回農地問題訓練講習会に山席して要旨
次の様な演説を行なった。
(1) 「政府は農業に関して 3つの義務をもっている。第 1に農民を搾取者か
一（180）一 - 156-
ピルマ（ 7月〉




















技術顧問として 2年間従事・していた2名のユーゴ技術者との契約がこの 6Jj 30日
満了したがなお続行するための契約調印が7月 1日行われた。






5 日 V政府，私立病院を接収一一政府は 7月 1日付で公布された“:il.:命評議会議長
家布告第68号”に従い， “企業国有化法1963年”に基づき 4つの私立病院を接収
した。
当布告によれば4つの私立病院（TheNamhkam Hospital, The Seventh Day 
・-157 -- 一ー（ 181）一
ピルマ（ 7月〕
Adventist Jfospital, Ramakrishna Mission Sevashram Charitable Hospital, The 
Chrh;tian H仙 pital）は7月5日をもってピルマ連邦政府がその一切の経営権，所
有権を接収するというものである。
V退役大佐 DhmmikaU Ba Thanが抱留された。
V中国 ・ビノレマ航空協定交渉のため来日中の中国代表者は運輸i;flBa Ni大杭
と会談したの
Vウー・二ュン ECAFE事務局長来る一一日ウー・ エュン ECAFE事務局長は空
路ジュネーブからラングーンに到着し，すでに来訪中のアジア開発銀行諮問委員
会メンバーと併に革命政府当局とアジア開銀設立に関する討議を行った。なおピ
ルマ当局からは U Khn Khin外務次官， U Kyaw Nyun 大蔵次官， U The 
Tun中央統計経済局局長， U Ba Tin国家計画省次官， U Maung Maung Gyie 
外務省経済局長らが出席したo
v経済5ヵ年計画が提案さる一一国家計画省の U Chan Aye (OSD），中央統






6 日 ’政府高官が村民と協議ー一一社会福祉相 MaungLwin大佐，中央軍管区司令
官TinU大佐，社会主義計画党県監替委員会副委員長 ZawWin中佐，農林省
次官補 MaungMaung Gyi大佐らは Taikkyi郡の農民 700人と会見し農民の
各種生活－問題について耳を傾けた。なお席上 MaungLwin大佐は要旨次の様に
述べた。









































』 － 159- -( 183）ー
ビノレマ（ 7月〉


















る。なお開会式には SeinWin准将， ThaungTin大佐， HlaHan大佐，
Maung Lwin大佐，TinU 大佐， ThanSein大佐， TanYu Saing大佐，































乱活動を批難した。また Mawlaik県 Phaungbyinでは 15日， 500人の勤労大
衆が集会を開き，米価改定，病院の国有化と病院における患者の差別撤廃を歓迎
した。



















T Sein Win 准将の演説一一国民住宅 ・公共事業相SeinWin 准将はThuwunna
で関かれた国民住宅応募者会議で次の様なことを明らかにした。
( i ) ある反政府分子は外国から大量の武器を入手して，その武器を KM T
反乱軍（中国国民政府軍〉に委ね，ピノレマの政治的安定を脅かそうとしている。





21日 T UBAMB地方監督者会議一一6日間に渡る UBAMB（農産物販売庁〉地方監
督者会議が開かれ各種農産物の購入，販売，精力日工，貯蔵，輸送問題について討
































業 ・労働相 MaungShwe大佐夫妻，教育文化相 HlaHan大佐夫妻，革命評議
会及び閣僚会議書記長 KoKo大佐，外務省常任次官 U Soe Tin，工業省次官




























, POIの年間販売高は2億 8000万チャッ ト一一人民石油産業（POI)－会計局長
U Tun Khinはラングーン大学経済学部で次の様な講議をした。
( i) POIの年問販売高は2億8000万チャットである。
(ii) POIの業務は Chauk,Y enangyaung，その他地域でのj原油採掘及び試
掘作業，油Jw探査，精製，ガソリン，灯油製造，及び石油に関する輸送，販売
の宏大多岐に渡っている。





この道路はラングーン Khattiyaを起点として Mezali-Sarmalauk-Yandoon 
-Pan tanaw-K younggon --Athokを経てパセインに到るものである。
30日 V紙製品の輸入について一一製紙・化学工業公社I持別取締ソ官 U Ba Kyiは製
紙工業について要旨次の様に述べた。




































また当会議には TinPe貿易省， MaungLwin農林相代理， TanYu Saing 
社会主義経済建設委員会委員， TinU中央軍管区司令官， SanWin UBAMB語lj
庁官などが出席している。








































l Sein Mya大佐が農民と討論一一北西軍管区司令官 SeinMya大佐はメイミ
ヨーで農民連と農村開発，特に農業の拡充，養畜：業の普及，社会福祉の促進，を
主要議題に討論を行なった。











































l落花生 ！ 胡 麻
布立 付 ifi 積 I 15s,204エ｝カ一 I 1,452,906エ一カ一
産出TiJ能函積 ｜ 741,958エ｝カ一 I 1,317,416エ｝カ一
産出高見込 iω 







T Ba Ni大佐がチェコ大使に一一革命政府は革命評議会員，運輸通信相 BaNi 
大佐の健康を事由にした辞職願を受理し，同大佐を駐チェコ大使に任命した。










14日 ’ベゲー省における農産物市場問題一一 中央軍管区司令官 TinU 大佐の主催：
によりベグー省の経済事情を討議する各部局閉会議がミンガラ ドンの中央軍管区
司令部で開かれp ハンタワディ ，インセイン，ペグー， トングー各県の警察，治
安行政委員会，人民販売公社，農産物販売庁関係者が出席した。なお当会議では
農産物の市場問題が特に討議された。





















19日 V 旧政治家を登用一一第 1次ネ・ウィン政権（哲定政府〉時代，大臣の職にあ



























験，見解，建設的批判は情報告、の発行する新聞（TheWorking People’s Daily, 
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上ビルマ代表 U Sain Bwaは次の様に述べた。（i）現在の国際情勢の悪化は軍縮
を志向する如何なる効果的可能性をも緊急に必要としている。 (i）国際軍縮会議
の構想を支持すると共に，当会議に中国を参加させることを主張する。















31日 曹新カンボジア大使にUVum Ko Hou一一ー草命政府はブJンボジア大使に U Vum 















V巡戒部隊は， Ka叶）e村・付近で TinPeと MagHmonに率いられた反乱軍と交
戦した。 (7. 3) 
曹約 100名の KNDO反乱軍が Kyanpyaw郡 Ahang警察管内 Kale村の Saw
Tha精米工場を襲撃し，政府保有米400袋を奪った。 (7. 4) 
V巡戒部隊は Au時 pyu・Ye-Gyaw近くの Betook村付近を占領している BoLin 
Yoneと WinTinに率いられた NDUF反乱軍の一回と交戦した。約40分の交戦の
後，政府軍は BoLin Yoneと他の2名を殺害し，反乱箪を撃透した。 (7. 5〕




, NDUF反乱軍の MangNyein Shmeは，政府軍第93連隊に投降した。 (7. 6) 
, Ahkyat-ain村の KoSeik Mag (40才〉と息子の M只ThaungNgme ( 4才〉は，
共産党と名乗る13名の暴徒に射殺された。 (7. 6〕
'NDUF反乱軍は Bassein・Henzada道の Begayutと Tag仁川町ri聞にかかってい
る橋を焼撃し，そして付近の鉄橋のボルトをとりはずしたの
鉄道員が早期発見し，直ちに修理を行ったので Bassein-Henzada問の列車は数時間
遅れたのみで正常運転された。 (7. 6) 
V政府軍と巡戒部隊は， Wunkee村・で SanKyawに率し、られたシャン反乱軍と交
戦し，政府軍は反乱軍4名を逮捕し武器と重要文書を押収した。 (7. 8) 
V政府軍と市民兵は，MachagaとInzun・Ga村の間の密林でカチン反乱軍の一団と
交戦し，約1時間半の戦闘の後， NaungThangを逮捕し， 3名を殺害，残党者を撃
--17) - 一（195 )-
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退した。この戦闘で政府軍は， 2名の軽傷者をIi＼したり (7. 8) 
曹モン反乱軍の Ahpamと HlaAung (Naing Ne 一派に属す）が政府軍に投降し
た。（7.9 〉
, Hanthawaddy省の QhnYinに率いちれた政府箪第90連隊は Twante郡 Tha
byesan村付．近で KNU反古し軍と交戦しフ IくNU反汚し軍の2名を殺！害し， 1人を負傷－
させた。 (7. 9) 
v政府軍巡戒部隊は， Hmetkada村の CiruitHouseで KahashaAye Mgに率い
られた約50名の共産党反乱軍に襲撃され，警官KoTin Aye，警官 KoTinと市民1
人が負傷した。その襲撃で，反乱軍は拳銃3個とライフノレ銃7個を容った。 (7. 10) 
, Saw Letwa一派の KNUP反乱軍の MawrgShme Win少年 (16才）は
Kangyidang人民警察に投降した。 (7. 10) 
, Stegon村の三人の農夫， U Saw Hla, U Aung ShweとU M♂ Puは Zahaf可
を渡河中， 15名の共産党反乱軍に殺害された。
反乱軍は，ラジオ 11悶，腕時間2個，金製スタンドの鎖1個など合計60チャット怒




Vピノレマ共産党の KyawSoe一派の MaungH’a Ayeは最近 Thabaungで政府




, Kutkaiの 12マイノレ近郊の Nangpal.on村付近での政府軍第 102軽，騎歩兵大隊と
政府軍第33連隊との交戦で，反乱軍は死者11名を出した。 (7. 13) 
V政府軍第3銃隊の巡戒部隊は， Pegu県 Migyaungaing村の密林のビノレマ共産党
隠れ家を襲い，反乱軍3名を殺害し，他を撃退し，武器7個を押収した。 (7. 14) 
, Bogale駐屯政府軍第37部隊の戦闘部隊は， KNDO反乱軍の ChitLe Maungに
率いられた反乱軍と交戦中，反乱軍の 1人が WinMaungが逮捕されたと思い， j可に
飛び込み溺死した。なを，政府軍の被害はなかった。 (7. 14) 




占：を引き波したの (7. 14) 
, Ke.ngtung Jil，の政府軍は， li＇；とう作戦でシャン反乱軍の｜隠れ家を襲撃し，約 '.GI年
間の戦闘で， AikMyint：に率し、られた反乱主を撃退するとともに隠れ家を占領した。
政府軍は，反乱軍死者5名と武器多数と重要文書を発見した。 (7. 15) 
V約 100名の強力な NDUF反乱軍が Hpathein村の人民瞥察署を襲撃し， 20名の
人民警察署員に撃退された。 (7. 15) 
, Pegu県 Migyang.Aing村から 5マイノレ離れた Pegu↓IJ脈のピノレマ共産党反乱軍
隠れ家に対する政府軍の急襲で，反乱軍は死者5名を出し，武器数丁を押収された。
この急襲は， Lt.Thein Tunに率いられた政府軍第3銃隊の戦闘部隊によってなさ
れたものである。 (7. 15) 
, Maubin郡 Legaing村の U Po Langの息子 MgSaw Shweは， 瀦林の通称
ピノレマ共産党法延で村民立合のもとに銃殺刑に処せられた。








略奪に成功した。 (7. 20) 
, KNDO反乱軍 ChitLay Mag一派の SawBay Htawは Yonedauk前l胸部隊
に投降した。彼は，ライフノレ1丁と弾薬 122伺を引き渡した。 (7. 22) 
Vモン反乱軍の BoNay Ok一派の AhKheeは， Thanbyuiayat郡 Karokpi人
民哨戒部隊に投降した。 (7. 23) 
, Kyaukme県の Kyaukme,Hsenwi, Naungcho, l¥.1ongpanと I、'1anglan郡で活動
してし、るシャン反乱軍“第1シャン大隊”を指揮している SanKyaingの副官 Lauk
IIlangの妻（シャン反乱軍） Nang Hla Yinは， Kyaukme県 Hsenwi郡 Nanyu村
付近での政府軍との戦いで，生後2ヵ月の娘と共に捕えられた。 (7. 25) 
v赤旗共産党の家族7人が Salin郡 Thayetawの前哨部隊に投降した。
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Vチン反乱軍指導者・で前国会議員の U Soon Ky.in Lyinと部下 i人が，政）（＇.J：ギ第4i
連隊の SaiPe大尉に投降した。彼は，地下潜行に失敗したと当局に述ぺた。 そじて
彼は，投降したl燃に政府：と手を撮って人民の福祉向上につとめたいと述べた。（7.26) 
l 2名の NDUF反乱軍 Chii¥lgと MyaNgweは Bassein郡 Pabingyi村の U
Tun宅で政府軍第94巡戒部隊に急襲されて逮捕されたの
Mya Ngweは4年前に地下に潜行し， ChitMgは地下潜行の 2ヵ月前には，
Myinkaseik前哨部隊の警官であった。
なお，政府軍巡戒部隊は，ライフル2丁と弾薬70個を押収した。 (7. 26) 
, NDUF反乱軍の MgHtwe, Tun Naing Phaw他 1名の 3名は，ライフル銃3
丁と弾薬60個を持って Kawkareik県の Lunnyan響察に投降した。 (7. 27) 
V ビノレマ共産党反乱軍の MaunPuは， ピインマナ郡 Begonと Pattai寸付近で
の12名の反乱軍と軍，警察連合戦闘部隊との交戦中に殺害された。




倒と重要文書を押収した。 (7. 27) 
, Ngapyemaの政府軍哨戒部隊は， Kyaikmaraw郡の Taungqun付近でそン反乱
軍と交戦した。
巡戒部｜僚は，モン反乱軍 MgTinを殺害，残党を撃退し， ライフル 1丁を押収し
た。（7.29) 
, Kyauktalon防衛部隊は， Hnawpauk村近くの Kyaukkyipwaiで BoKyaw .Min 
に率いられた赤旗共産党反乱軍のー隊と交戦した。
防衛部隊は，指導者阪） Kyaw Minの死体と 2名の生存者を含む3名の反乱軍を逮
捕し，ライブノレ1丁を押収した。 (7. 30) 
’約50名のピルマ共琵党反乱軍は， Thabaung郡 Tingokegyi村での Payagon!l'fJ 
戒部隊との交戦で死者2名を出し，ライフル2丁を奪われた。
約 1時間の戦闘の後，反乱軍は西方河岸に徹退した。









Vマウレイク県 Phyaungbyin郡の KyawMoe Maung San一派所属のピノレマ共
産党反乱軍 TinMaung, Tun Aik, Tun Yin, San Peと他1名が Natsat前哨部隊
に投降した。 (8. 1) 
▼政府郡第46連隊，Machanbaw 管内のSharlga村で約20名のカチン反乱軍と
交戦し， 30分の後，指導者1名と他2名を殺害，武器，弾薬を押収した。 (8. 1) 
l Tinsoak村の LaHtaw Laと恩われるカチン反乱徒が， Lawkhaung地区で行動
中の政府軍第45連隊によって殺害され，武器を押収された。 (8. 3) 
V政府軍第2隊と第45連隊連合軍は，ラシオ県 Lwaisar村で HkunAyeに率いら
れた約BO名のシャン反乱軍と 3時聞に渡り交戦し， 7人を殺害，武器，文書，食糧
を押収した。なお，政府軍は軽傷者2名を出した。 (8. 3) 
, KNDOの反乱軍の MgThuは， Hlaingbwe郡の Htilon前哨部隊に投降し，
ライフノレ2了，弾薬80伺を引き渡した。 (8. 4) 
V政府軍は， Kyaukme郡 Naungpeng村で，反乱徒 TunShweと身元不明の反乱




’カチン反乱軍の Yesigyon伍長と部下 3名が， Irrawaddy河を渡って Maingna
村の政府軍第24連隊に投降した。 (8. 5) 
Vシャン反乱軍の指導者 HsanHmuと30名の部下が， Tangyangの政府軍第40連
隊に投降し，武器を引き渡した。 (8. 5) 
, NDUF反乱軍の MgPo Saw別名 ThanShwe (Bo Mg Chit一派所属）は，
Twante郡の Tagundaing村前哨部隊に投降した。 (8. 5) 
, Dawna丘での，指揮官 ThuraTin Shwe少佐に率いられた政府軍第108連隊
と KNDO反乱軍の MyaAye’s一派約40名との交戦で，反乱軍側は Dawna丘の
Takaw-khayo村で MinMaung軍曹と彼の部下3名が死亡した。 (8. 5～24) 
, Kyaw ThaungとHlaMyintに率ヤられた約25名の NDUF反乱軍が， Thaung-u
村前哨部隊を襲撃し，饗官 1名，老夫婦を含む市民3名を殺害し，子供を含む数名を
負傷させた。 (8. 7) 
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, Win Shweに率いられたがJ30才ミの NDUF反乱軍が， Kyonpyaw郡の Hlescik
Nyaunggon間で政府軍第36連隊の一団を待ち伏せし，船頭 MgNiと軍人611を





を殺害した。 (8. 9) 
ピlレマ共産党組織委員 HlaMaungと軍医 HaikHan 
甲部IKNUP反乱軍 TunMaungが， Kangyidungの政府軍第94連隊に投降した。
(8. 12) 
V政府軍攻撃部隊は， Bogale郡 Pazunpaung村で TunNεweに率いられたピ‘ル
マ共産党反乱軍と交戦した。政府軍は， TunNgweと彼の妻，他3名を殺害し，武器
と文書類を押収した。 (8. 13) 
V政府軍第47連隊の攻撃部隊は，
と部下2名を殺害した。 (8. 13) 
Dundu村付近で反乱軍一味と交戦し， Lya Gun 
V政府軍第29連隊は， Zingaru村で反乱徒 LashiGunを逮捕した。 (8. 14) 
, KNUP反乱軍の TunMaungは，都議会議長の BoShishaを殺害し，彼の部
下2名を負傷させて Ka時 yidaungの政府軍第94連隊に投降した。 (8. 14) 
V現在ミッチナの ManhkingLisu村－に居住してν、る， Hukawng谷のカチン反乱
軍の残虐行為からの避難民219名に対し，郡ＳＡＣ議長HlaM ung大佐から救積物
質が送られた。 (8. 14) 
’政府軍第30巡戒連隊は， Kyongadun村で， ピlレマ共産党反乱軍の一団と交戦し，
3名を殺害，武器と弾薬を押収した。 (8. 15) 
T Myaungmya郡 Kanyinchaung村のカレン人庭師 ThaAye, Tanng Diと Pha
Thuが3隻のモーターボートで Ngayabo運河を渡航中反乱軍に襲撃され， ThaAye 
は死亡， PhaThuはいたるところに負傷した。 (8. 16) 
Vロイレム県の政府軍巡戒部隊は， Kaung・0村で約 150名のシャン反乱軍と交戦
し，反乱軍3名を殺害し，武器を押収した。 (8. 16) 
v政府軍と警察との連合攻撃部隊は，シャン反乱軍の KaugSaw Law一派の4名
を逮捕し，武器，弾薬，文書類を押収した。 (8. 16) 





V政J(f鴻：巡球部｜滋は， AkyabY;l Dathpyu l寸でピノレマ共政党 MaungMaung Tun 





し，武器，弾薬等を押収した。 (8. 22) 
, Boh Naw GayとNyiLay に率いられた，約50名のNDUF反乱軍が，Myawaddy
郡 Thingannyinaung村の協同組合店と民家5戸を襲い， 5000チャット相当の物資を
奪った。 (8. 22) 
, Htan Chin Htaroに率いられたチン反乱軍指導者5名が， Tiddimの政府軍第42
連隊 SawPe大佐に投降し，武器，弾薬を引き渡した。 (8. 24) 
l Myingyan警察は， Myingyan県 Kyaukpadaung郡の Byugyiから約2マイノレ
離れたピルマ共産党反乱軍隠れ家を襲撃し，ラジオ，食糧等を押収した。 (8. 27) 
V治安行政委員会は， Nyaung・u郡 Hmanda村近くのビノレマ共産党！語、れ家で、反乱
徒 2名を逮捕し，武器と重要文書を押収した。 (8. 30) 
'NDUF反乱軍が， Yandoonの Kyaungzu村近くの ARDCバンドをi'.J8フィー
トに渡って堀り起したが，作物には被害はなかて）f;.と。 (8. 3,0) 
, NDUF反乱w.指導者 SoeTinは， Lutawpatail王村・の西方約2マイルの河で政府
軍第1連隊によヮて殺射された。
なを，政府軍第11連隊は，その地点から72マイル河上の反乱軍キャンプで，薬品，
織物等を押収した。 (8. 31) 









ビ ル マ ( 7， 8月)
資  料
中 国 ビルマ共国声明
- - 北 京 週 報 - -
1 .  ビルマ連邦革命評議会議長ネ・ウィン将軍は，劉少奇中華人民共和国主席と周恩 
来中華人民共和国国務院総理の招待を受けて，1965年 7 月24日から8 月 1 日まで中華 
人民共和国を友好訪問した。
2.  この訪問にはネ•ウィン夫人，革命評議会委員・工業相兼労働相マウン・シュウ 
ェ大佐とその夫人，革命評議会委員・教員相兼厚生相フラ・ハン大佐とその夫人， ド 
ウ•キンメイ•アイ氏とビルマ連邦政府高官らが随行した。






4. 毛沢東中国共産党中央委員会主席はネ •ウィン将軍をはじめとするビルマの賓 
客と会見し，ネ .ウィン将軍となごやかに話し合った。




ビルマ連邦大使耿• •，外交部礼賓司司長頼亜力，外交部第一ア ジ ア 司司長張彤の諸氏 
が参加した。
ビルマ側からは， 革命評議会委員・工業相兼労働相マウン.シュウェ大佐，革命評 
議会委員・教育相兼厚生相フラ •ハン大佐， 中国駐 在 ビルマ連邦大使サマ・ドゥワ・ 
シンワ •ナウン，革命評議会兼革命政府閣僚会議秘書官コ・コ大佐，外務省常任秘書 
官 ウ ・ ソー・ティン，工業省秘書官マ ウ ン ・マ ウ ン ・カ大佐の諸氏が参 加 した。
会談は親しみのこもった，誠実な空気の中ですすめられた。
6.  双方は中華人民共和国とビルマ連邦の関係をふり返った。双方は，両国の間の












































































































































































評議会長 文 部 大 臣
評議会長代理 政府の任命する者1名









評議会長 文 部 大 臣
評議会長代理 政府の任命する者1名。

































































































農 業 ＼ 278 l！輸 送 I 95 
畜 旅 及水搾業 1 69 I／通 信 1 4 
林 業 I s1 i金融 J 11 
鉱 業 ｜ 16 l政府機関 1 138 
工 業 1 476 ｜ 住宅及サ ービス i 70 
I I商 業 I 323 電力 I s H 削 ｜ 
建 設 l 45 l 総生産 ！ 川 0
総生産 l 1,590 ；生産費 ｜ 一侃
汐r 1号 l 924 I I 
財貨輸入 ｜ 96 i 財貨輸出 ｜ -125' 
閣内消資差引残高 ｜ 895 I 投 資 ｜ -109 






















印刷・ 工芸品 1 550 I 450 J 630 I 480 
医薬品 I 480 1 410 I 380 I 380 
車輔 I sδo I 980 I 1,160 I soo 












































6 日 Vインドネシア大使にU Sain Bwa一一革命政府は新インドネシア駐在大使に
U Sain Bwaを任命した。
Vイラワジ省開発会議一一イラワジ省開発セミナーが関かれ， BSPP,SAC, 

















接収業務が完了した。なお，当接収業務には教育／針。SD N yun Maung少佐を
代表とする接収委員会が当っている。







10日 ' Jl島特使到着一一日本山 rl1民主党副総裁JI ! ,(i :il＝.次郎氏は佐藤首相の代明特使



























1 日 V川島特使p ネ・ウィン首相と会談ーーネ ・クイン議長は昨日来訪した川島村：
｛克を招待し，会談した。ピノレマ-OUJHU討す｛－は U Thi Han外1：凡 HlaIlan大・Vi:,
Maung Lwin大佐であった。
V新ユーゴ大使に UMaung Maung・一一革命政府は駐ユーゴスラピア大使に現イ


























(1) Namlatダム（完成）： 2200エーカー， 10万5000チャ ット。
(2) Namhkutダム（完成）: 750エーカー， 7万5000チャット。
(3) Mong Palioダム： 1400エーカー， 13万4000チャット。
(4) Monglweダム： 1600エーカー， 9万4000チャ ット。
























ピンマナ 骨 23,802 I 240 I 
ヤメティン I 23,802 " 240 I 
ナムティ " 7,873 I 















裁 U Kyaw Nyein，連邦銀行取締役 U Tin Tunが出席するこ とになった。
V通信教育が廃止一一教育局私立学校登録部は米議録の通信教育学校を封鎖す
ることを要請した。なお，現在ラングーンには13の通信教育学校がある。
V等高線農耕は地主の為になっている ？一一TiddimでFalam,Haka, Ticldim 



















vパーモ県SAC議長，民兵を閲兵一一パーモ県 SAC議長TunYin Law r↓ 1佐
及びカチン州評議会員ULa Wornらはパーモ・スポーツ競技場で民兵を閲兵し
た。これに参加した民兵約2000人はそれぞれ，槍，刀，竹槍，石弓などで武装し










l U Thi Han外相国連総会へ一一9月21口から閃かれる予定の§n20jriJ［＇.現連総会
へはりli；するため U Thi Hm1外相を間長とする代表団が1＼発した。なお，代表1・Fl
のメンバーは次のとおりである。 U Tun Shein （駐H大使）， TJ Vum Ko IIau 









QThaung Dan情報文化相， HlaHan教育保健相， SeinMya北西軍管灰
司令官はサガイン郡内の農民と治安，行政，農協活動，農地委員会などの諸問
題につき討議した。
18日 V ソ連のネ・ウィン首相一ーワグ ライナ地）Yを訪日¥jrl Iのネ ・ワイン首相］一行は
Zaporozhye　近郊のIlych 集団農場を見学した。
0-・1｝は Zaporo；とhyeでの2日Imの訪問を終え R（川 ov・On-Donに到芯し／と。
19日 vソ連のネ・ウィン首相”一一ネ ・ワイン首キI.・・”イ！？、よZe川崎rnclskyj出！；，（の）校倉，
養畜地帯を訪問した。また，同 H Kirov集団農場を訪れた。
' U Thi Hon外相，記者会見で語る一一国連総会へ出席するためラングーンを












































22日 V ソ連のネ・ウィン首相一一ネ ・ウィン首相とピノレマ人記者聞は装甲軍軍事ア
カデミーを訪問した。


























































を出した。 (9. 1) 
f KNU所属KyawThaungは，Saingaung村の KoThein Han tちで Gyobingaulζ
警察署員に逮捕された。 (9. 2) 
v大型モーターボート Aung:Mingalar NyunはE ノド17頭を積みPayagyigon村にさ
しかかった際， AungThan一派の約20名の反乱軍に襲撃された。 (9. 2) 
Vシャン反乱軍は，キャヴクメ県 Pana村付近での政府軍第2連隊との交戦で死者
2名，負傷者l名を出した。 (9. 2) 
V ピノレマ共産党員6名が， Costoms桟橋に停泊中のスク）ナー船 AungThan Tyi 
を襲い，政府保有の鉛114トン半を強奪して＞ Costoms Houseから約2マイルの地点
で船のエンジンを破壊し，鉛をポートに積み変えて逃走した。 (9. 4) 
’大型ボートで航行中の反乱軍は， Kamakal村の普察所有右炭輸送船を襲撃し， Ko
Thein Aung兵長を射殺した。なお，この大型ボートは，昨日反乱軍に強奪されたも
のであった。 (9. 5) 
Vへンザダ駐在政府軍攻撃隊は， J.,etmyethna郡 Laikhongyi村西方のジャングノレで
どノレマ共産党師団長KhinNyo他 1名を殺害，婦女子8名を含む11名を逮捕，武器，
弾薬等を押収した。 (9. 5) 
V赤旗共j産党員 MargaおよびMyaThanは，Pale警察に投降し， アメリカ製ライ
フル2丁を引き渡した。 (9. 5) 
’4日のスクーナー船 AungThan Kyiと政府保有鉛強奪事件－に関して， どH品は
Aung Than Kyi所有者と乗組員を拘留した。 (9. 6) 
Vカチン反乱軍のー隊が Nangsiaung村を侵略し，村の協同組合から2000チャット
相当を奪いp 停車場の通信施設を破壊した。 (9. 6) 
曹人民警察隊は， Pantanaw郡 Mindasu村の前線で約50名の NDUF反乱軍の襲撃
を受け，死者1名，負傷者1名を出した。なおp 反乱軍は，負傷者多数を出したもよ





切りにして立ち去った。 (9. 8) 
T Pale警察は， Laikan警察所轄内の Letpan村近くのキャンプで赤旗共産党員5名
を逮捕し，武器，重要文書多数を押収した。 (9. 8) 
, Myaungmya郡 Taungalle村から約10マイノレの Khmelay運河で大型ボートを強
奪しようと待ち伏せしていたNDUF反乱軍は，攻府皆第93連隊に撃退された。（9.9) 
V ビ．／レマ共産党反乱躍が， Kyangin郡 Khoncgyi村に侵入し，協同組合基金1396チ
ヤツトと農地委員会の穀物6000チャット相当を奪い，協同組合議長UTinを連れ出し
射殺した。 (9. 9) 
曹ピノレマ共産党反乱軍 KyawYinは， Mouleingyunの政府軍に投降し， ライフノレ
lT，弾薬10発を引き渡した。 (9. 10) 
T NDUF反乱軍は， Bogale郡 Pyindaye保安林で働いている木燃の一団を襲撃し，
森林監視隊副官 U Saw Maungを殺害し，木供1名を負傷させた。 (9. 10) 
, Putao郡の Mettama人民警察隊戦闘巡戒部隊は， LaRingに率いられたカチン
反乱軍に遭遇し，約1時間の交戦の後，反乱徒4名を殺害した。 (9. 10) 
V ピノレマ共産党反乱軍医師 SawTack及び小隊指揮官 SeinAyeはYandoonの前










, NDUF 反乱軍約20名が， Nyaungyma村を襲い，村落協同組合から1675チャット
相当の物質を持ち去った。 (9. 13) 
, Bo Kyaw Hlaに率いられた約30名の KNUP反乱軍が Kyaungyma村他4ヵ村
を襲い， AMPC.sの書類や会計簿を破り棄て，店の物価を村民に分配し，一部分を組
合員に分配する様に命じて立ち去った。 (9. 14) 
T Say Hkam Hpa及び DeWaino派所属のシャン反乱軍66名が Tangyangキャン
-209ー 一（225）ー
ピルマ（9月〉


















協力して反政府運動を高めようJと呼びかけている。 (9. 17) 
V赤旗共産党郡委員会委員TunAyeと部下3名がミンブ一地区Sin-ngan村南方で
の政府軍との交戦で死亡した。 (9. 17) 
Vケントン県 Loimwe君IS駐留の政府軍第4連隊攻撃部隊の攻撃によって， Phanka-
lilishaw村のシャン反乱軍4名が死亡した。 (9. 18) 
Vインセイン人民警察軍は， Padamya精米工場で学生及び青年達に対し KNUP反
乱活動への参加を勧誘していたKNUP反乱軍ヘンザダ地区指導者 BoThaungを逮捕
した。 (9. 21) 












, Kyaunggon郡 Kyaung-aing村で70名の KNDO反乱軍と政府軍巡戒部隊とが，
約2時間半にわたり交戦し，反乱但IJ3名が死亡， 10名が負傷した。なお，政府軍は反
乱軍の2インチ臼砲，ライフノレ銃3丁などを捕獲した。 (9. 27) 
V前 KNDO“第5連隊” 司令官 BoLin Htinとその部下2名が，タトン治安隊に
よって射殺された。これは，治安当局が最近当地で起きた反乱活動について聴取する
ため BoLin Htinの出頭を求めたが，これを拒否し，逃走しようとしたため射殺した
ものである。 (9. 28) 
Vケングトン県を巡戒中の政府躍第54連隊の巡戒攻撃隊は， シャン反乱軍6名を殺
害し， 8名を負傷させた。 (9. 30) 
-211- 一（227）一
a‘ 


















































































































































































































































































































































































































｛昔 :1 s: I: 国独 イ昔正卦Z1日 ま｜ 375 3 
一（228）一 -212-
ピノレマ（9月〉
ソ連借款 ｜ 80 ／＿！＿.の円際機竺L
日本賠償｜ ω ！｜ 計 I 1，関
(4）革命政府支出内訳 〈単位：チャット〉
1 経常支出 ｜ 資本支出 l前年比
革命評議会 ｜ 39,563,990 j 8,913,ooo I + 9,981,oso 
議長官房及内閣評議会 ！ 8,738,ooo I 139,ooo ! -25,587,730 
内務省i 129,987 ,ooo I 24,19s,ooo l -25,363,oso 
情 報 29, 089 , 600 I 4, 790, ooo l ー 7,911,900
7刀 法省： 22,171,000 ! 1,244,000 j .- 1,424,600 
民主化省 1 422,460 I s,ooo I ー 26,430
移民・悶民登録省 1 15 ,2s3, 190 I’ so1,ooo I + 220,440 
外 務省 ＼ 10,681,000 ¥ 2,266,000 1 - 2so,610 
国家計 i同省 ； 4,062 ,ooo l 183,ooo I -21 ,395,870 
闘防省I 448,200,000 I s1,ooo,ooo I +12,229,ooo 
教育省I 201,363,940 i J 9,103, ooo I 十15,545,390
保健 省 l 82,593,000 I 12,394,000 I +12,145,920 
9-J イ動 省 l 3,106,000 I 50,000 l + 270,100 
文化 l 2,640,000 I I + 457,660 
社会福祉・宗教省 i 4,853,950 I 506,ooo I + 39,s10 
放済・復興省 ｜ 1, 959, ooo I 25 , ooo ! + s , 660 
農林省I 57,386,ooo ¥ 74,241,000 l +29,595,890 
土地図有化 省 1 J7,595,ooo I 2ト442.000 j - 266,550 
工業省l 2, :379, 850 I 487, ooo I + 493, 1so 
鉱 l rns,sso 1 4,ooo I + 18,620 
運輸・通信省 1 44,899,100 I 26,141,000 l + 603,434 
公共寧業・住宅省！ 34,312,soo I 48,528,ooo I +11,568,060 
大蔵 省I 36,340,000 I 48,s2s,ooo I -1,496,440 
貿 易 I 3,698,ooo I 2,s22,ooo l + 927,120 
協同組合省 ！ 7,211,960 I 262,000 I + 45,740 
年金及恩給 I 46,908,400 I I + 1,371,020 
チン特別省行政 1 s,972,000 I 4,875,400 J + 1,211,s20 
恩給及び給付金 ｜ 13,900,000 I 1 + 12s,ooo 
作業拡 大 準 備 金 1 so,000,000 I I o 
負債返済及利子支払 ｜ 71,835,400 
補助 金 I 21,ss3,1so 
融資及貸付金 1 47,887,790 
合計 i 1,789,601，測
シャン州予算 1 23,730,070 
カチン州予算 i 13,639,390 
カヤ 州 予 算 1 5,300,360 
コワトレイ州予算 1 11,828,320 
公社予算 I12, 04r, 046, ooo 

































































































































































































































































































10月の W.P. D.紙は，政府が 1965～66年度の予算を決めるにあたって発表した




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I 1964～65 I 1965～66 1 I 1964～65 I 1965～66 
業種別｜年度 l年度 I業種別｜年 度｜年度
生産部門 I 84.4 I 94.3 Iサービス業 I 30.6 I 3z.4 
農 業 I 24 .4 I 27 . s 1 運輸業 I 9.o I 9.5 
漁業及び11 I ｜ 合 ｜ ｜ 
畜産業JI 6.s I 6.9 1 交通業 I o.4 I o.4 
林 業 I 5.1 I 5.1 1 金融 I 1.1 I 1.1 
鉱 業｜ 1.2 I 1.6 I 行政官庁、I 12.s I 13.s 
製造工 業 ｜ 42. 1 I 41. 6 I 絞め町斗｜ 6.7 I 1.0 
I I I 商 業 I 30.ヴ I 32.3 
電 力 I 0.1 I o.s I阪J 一一＿ J -_J 



































投資部門別 い961-62！附～63J 附 ～64¥ l蜘～65l ;1-；霊
1.土地と濯蹴 1 168 I 656 I 390 I 112 I 1, 109 
2.漁業 ・商産業 1 4 I 4 I 3 I 35 I 101 
3.林業I 26 I 19 I 9o I us I 167 
4.鉱業I 121 I 4 I 340 I 360 I 584 
5.製造工業｜ 112 I 149 I s20 I 796 I 1，打1
6.電力I 193 I 214 l 124 l 1so l 420 
7.道路と建物 ｜ 121 I 451 I 320 I 780 I 934 
8.輸 送I 925 I s9o I 1,222 i 1,s1s I 1,613 
9.交 通I ss I 58 I 58 I 103 I 10 
10.商 業I 32 I 90 I 211 I 464 I 378 
11.金融！ … ！ … I 14 I s I 14 
12.社会事業 1 198 I 179 I 147 l sos I 525 
13.行政官庁 ｜ 964 I 1,024 I 1,os1 l 1,607 I 1,219 
14.諸州， チン特別省）｜ 363 I 37s I 1s1 l 134 I 209 
国境地方 JI I I I I 
15.地方公共団体 （ … （ … i … ！ 110 I 206 
16.一時賜金と年金 ｜ …i …1 154 r 1 
17. 計 t 3,928 J 3,813 J 州 s 1 7,153 J 9,980 











:1962～ 1963～ ！1964～ 1 )1962～ ；196:3～ ！1964～ 
業 種別 1 63 64'; 65-ll業穂別 1 6担 §4[ 65 
食品製造業 －！22,559: 21，叫 25,275i：工業原料生産 iム5対 4,403lι515
衣料品製造業 ！5,529! 4,5571 5,6821［輸送資材生産 1 653j 5151 776 
住宅建設業 l4,9251 4,1601 5,088!iその他の業種 I1, 1451 4451 1,061 




業続 出IJ l悶？；J月．’ぞ!f.＿業 平－別 _ I民主iF月
食品製造業 i20,11s I 5，仰 ｜ 工業原料生産 l2,869 J 1,646 
衣料品製造業 1 101 l s,ss1 Ii1輸送資材生産 1 286 I 489 
住宅建設業 I2,778 ! 2,s10 1その他の業種 i -I 1,061 
美術品製作と出版 ｜ 259 l 38 I
〔鉱業生産〕
1964～65年度の鉱物生産量は戦前水準よ りも著しく低く，対策を必要としている。













積類別 I 1939 ［附～叫種類別 「 … 9 j 1制～ω
錫 鉱 I s , 441 I 1,500 l／亜 鉛 鉱 I59,347 I 13,576 
タングステン鉱 1 4,342 I sso 1そ の 他 I37 ,osg I 1,000 




年 度 ｜発電量 ｜電力消費量 l.i年 度 ｜発電量 ｜電力消費量
1962～63 I 3,574 I 2,663 I 1964～65 I 3,794 ¥ 2,110 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戦前年平均 I1s，似 J 1) 1963～臼 ｜札ね9(21,586)I 4.30 
1961～62 I 17,699(19,01.4) I If 1964～65 I …（21,530) I付0.26
















れに対して小作農家と小作地は， 1961,.,62年度現在で， 101万1954戸， 695万9041












































































( 1万チャット） I C 1万チャット） ｜
247.2 
307.6 












収穫物価額 ・ ・・ 90,412,350チヤ ツト（A)
耕作費用 • • • • • • • .. • ・ ・ • • ・ • • • • • • • • • • • • • • • • • • -46,446,875 I （同
トラクター費用.................................8,535,000 " わ）




















年 度 旧 債未 済 額 ！ 新規融資額 ｜ 返 済 額（チャ ット） ！ （チャ ット） ｜ （チャッ ト）
1961～62 91,373,309 152,215,429 89,884,923 
1962～63 153,694,815 358,342,800 158,675,186 
1963～64 353,362,429 358,633,201 293,013,796 
1964～65 418,981,834 536,825,822 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































水 稲 I12,624,000 12,296 ,oo引黄 麻 I 53, ool 43, ooo 
小 麦 I 298, 0001 275, oo引甘 煎 I 120 , 0001 86, oo 
I ! lグァージニア l ! 
トウモロコシ ｜ 2部，0001 抑，00切 種葉煙草 I 13,0001 12,000 
落花生 I1, 332, oo 1, 307, o仰ゴ ム I 213 , 0001 131 , ooo 
綿花！ 616,0001 574,0001 l I 
（畜産業〕
畜産農家の収益は生産費の100%に達している。
生産 物種類別 I viss当り生 産 費 I 
！ （チャット） 1 





























































































































































コンデンスミルク．粉乳，ノミター，チーズ，その他乳製品..58, 142,000 " 



















¥ 1964,..,65年度暫定額 l 1965,.., 66年度推計額
(10万チャット） I (10万チャット）
非商業勘定 ｜ + 1,081 j + 1,587 







収 入 内 訳 J 1964～65年度暫定額 11965～66年度推計額
一一一一一一 」_u包 fγット） 上__U1切ーチャット）
サ ービス l I 
旅 行費 I 22 I 
運賃 ・保険料 I 332 1 
投 資 収 入 ) 237 
外国政府と国際団体との支払経費 ｜ 320 
雑収入 ¥ 120 























































































































































































































1 1964-65年度暫定額 I 196 
ω互之主Jιた］一一し一i_lQ互竺3」え土L一【
輸 出I 9 ,8so I 12,soo 
／自国船による輸1f I 
輸 入（入品運賃差引） ｜ 12,oso I 丸 500













I I 1964～65 1 I I 1964～65 
輸出品 目 I1963～64 I 1 輸出品目 I1963～64 I L3. 
L一一一＿＿
農産 物第 l類 i 75.41 I 39.67 l織物第2類 1 0.01 I 0.02 
グ第2類 l 11. 06 I 9 . 20 JI海産物 l 0.11 I 0.11 
第3類 I 4. 63 ! 4 . 14 l畜産物 J o.so I 0.16 
第4類 l o . 31 I o . 30 i＼布地j 0.02 
林産物第1類 l 15.16 I 9.43 !I家庭用品 ｜ 0.01 
II 第2類 l o. os I o. 02 !I 染料，化学製品 1 0.01 
鉱物第1類 ！ 0 . 35 ! 0 . 18 ¥i薬 品 1 0.01 





































アラ カン省 131万5650 。 グー省 2032万9325
イラワジ 省 1076万0720 テナセリム省 98万8520
マグワェ省 937万6250 マンダレー省 1451万4115
サガイン 省 2103万4730 シ ヤ ンナト｜ 308万2315
カ チ ン州、！ 213万5825 コウメレイ州 213万5825




ガーリック 125 ポ ア ト 75 
グァージニア・タバコ 80 ± ね ぎ 75 






















39万1298 メ イ ス 5方4160
29万7090 ず‘ リ 6方0685
8294 王 ね ぎ 4万4646
2万0013 ピノレマ ・タノξコ 11万9359


























また， SithanSintaingグループは，反乱軍の中で最も新らしく， SaoNga Hkam 
(U Kondala）に指導され， U Ba Theinの補佐を受けており， KMT （国民政府
軍〉と協力して活動している。
日誌 （10月〉






































7 日 T POI地質学会議一一人民引j3産業地質学会議2日目は，各地での石油，天燃
ガスの発掘状況及び可能性について討議した。






























l BSPP機関誌発刊一一社会主義計画党中央組織委員会は 10月 15日から月刊誌
Lanzin Thadin (B. S. P. P.ジャーナノレ〉を発刊することになった。
V大学入試結果に関して声明一一教育省大学行政事務局は，10月2日に完了し
た今年度大学入試結果について｝手j明を発表， 当初の採用計画を1700人上！日る合計


































































































































14日 Vビスケ・y ト工場を接収一一当局監督委員会は， ラングーン市カマユット地区
にある“クラウン”ビスケット工場が接収した。なお，ナショナノレ ・ビスケット
工場，ピノレマ・ビスケット工場はすでに国有化されている。
’Thaυng Tin鉱業相帰国一一ネ・ウィン首相の訪ソに同行し， ソ連の鉱山， 水
産施設を視察してきた海軍参謀ThaungTin鉱業相が帰国した。なお，空港には

































































































v情報関係者日本へ－ー情報省次官補U Tun Tinを［ヨト長とする 5人の情報機
関視察団が日本政府の招待を受けて日本に向けf:B発した。
24日 V シャ ン山1，ほおける米作振興一一タウシジーでシャン州の農業に関する担当者
会議が開かれ，東部軍管区司令官 AungPe大佐，シャン州評議会議長 U Tun 

































































一般協同組合（ 18) 129方7545 グ
郡協同組合（ 11) 655万7970 1 
































法状態の中に居るととが出来なくなったJ左述べた。 (10. 6) 
V約50名の NDUF反乱軍がペグー県 Fhado警察を攻撃，警察官1名が死亡， 1名
が負傷した。 (10. 7) 
, Pauk近郊 Lelan村付近で9名の警察官が約90名の共産党反乱軍と交戦し，警察
官 1名が殺され， 1名が反乱軍の捕虜になった。 (10. 5) 
Vラシオ地区‘でシャン反乱軍合計15名がラジオ県治安行政委員会議長HlaYin少佐
に投降した。 (10. 13～15) 
V ミヤン・ミヤ地区 Kyank-aing村付近で，鶏を買いに出た1養鶏業者が反乱軍に
よって殺害された。なお，反乱軍は殺された養鶏者に対し，前もって 「販売の為に村
から鶏を持ち出さぬよう」警告をしていた。 (10. 13) 
' 9月13日Lekha駐留政府第12連隊にシャン反乱軍指導者 BoDewainが投降した
ために， 当地域における反乱活動は急速に減退している。なお， BoDewainは約700
名の反乱軍を組織していた。 (10. 18) 
, Bo Dewain派に属する48名（ 4名の指導者を含む〉のシャン反乱軍が政府軍第41







' 4名の KNDO武装反乱軍が Laboota郡 Chei時 onegyi村村長を呼び出し，射殺









いようJと言い， 反乱軍の思想、と自由について議議した。 (10. 23) 
Vシャン州独立軍謄下の “第6連隊”所属の19人の反徒が Maingko村で政府軍第
6銃隊に投降した。 。0.23) 
V新モン州党反乱軍は Ye郡 Taungbon村を攻撃し， 2000チャット相当の物資を村
落農協より奪った。 (10. 24) 
v数名の KNUP反乱軍は Kyaunggon郡駐屯政府軍第94連隊支部隊を襲撃したが，
応戦した政府軍により撃退された。 (10. 24) 
v政府軍第88連隊攻撃部隊は Taungkan村でピルマ共産党 Salin郡指撃者2名を逮






され送監された。これは，モービン郡 Shwehlay村 PSC販売店を約100名の KNDO
反乱軍が60隻のがートl’こ乗って襲い，約4000チャット相当の物資を奪った事件に関す
















特別行政機構費，公社費 ｜ 1ss.ss I 1,oss.6 3 
事 業官庁費1 1s.s6 I 1s.13 
社会事 業 主 管 官 庁 費 1 21.42 I 30.04 
管 理官庁費｜ 14. os I 1s. 10 
州庁費 i 3.94 I 3.85 
地方自治体費 ｜ 5.51 ! 5.52 
年金！ 6.02 I 6.os 
業務拡張費 ｜ 0.90 ! 5.00 




費 目 （予算額 ｜ 貿 日 ｜予算額
工業開発公社 1 684,614 1：農業農村開発公社｜ 306,348 
製紙化学工業局 1 ss, 1ss fl人民真珠採取漁業局｜ 223,990 
産業振興局 ｜ 252 I！ピノレマ五基線公社1 120,127 





























































































































































































































































































































































































ピノレマ映商会社 ｜ s, 789 I人民石油業開発公社 ｜ 374,965 
ミャワジ新開社 l 1 311 1人民販売公社 J 8,250,468 
サノレパイベイクマン管理1.1 1トーー一一 一一一一一一 十一 一一一一‘
干＇ > I 28, 986 1 I 








1961～62 j 156,516，似4I 55,452, 1s2 JI 1964～65 223,902 ,.010 I gs, 299,210 
1962～63 I 172,228,786 I 63,043,333 I1962～66 254,289,650 I 107,436,960 






































































































































































































































--( 278 )-・ -158-
ピルマ（11月〉























































i） 農民がその都度与えられる農業融資は，人民の資金で、あるc 従A て．来
返済の融資は直ちに返済しなければならない。また，融資は農業にわみ償用さ
れるもので他の目的のために使用しではならないものである。
8 B , Tazaungdineの満月祭一一国民休日
































































ア キヤブ港 i 374,731 i 555,109 / 612,465 ; 492,518 
キャウクピュー港 i 16,114 I 12,349 i 24,018 20,183 
パセイン港 ！ 1 , 329,033 I 415, 763 : 1, 4幻，763 413,938 
モーノレメン港 1 698, 711 ! 607, 739 586,595 642, 117 
タボイ港 i 87,950 I 63,367 i 
メノ レグイ港 1 238，侃21 即 ，542:
103,283 ; 48,713 






















13日 v地方農村で新籾買上計画を説明一一PyuではUBAMB削議長， MyintAung 












お当委員会メンバーは， Maung11aung Kha大佐，YeGoung l宇佐J Aye Kyaw 
中佐， SawMya T'hein中佐， ThanNyunt中佐， TinTun i.j:s佐らである司
’ブルガリア大使に UMαung Maung一一革命政府は， ブルガリア， オースリ




















































(i) 当産業の国有化は 1月18日に行なわれたが， この措置は社会主義経済
に基づく必要不可欠なものであった。いらし、当産業の経営は，失敗を繰り返す
ことなく，極めて順調に行なわれている。
曹関税収入 1億2α刀万チャ . ，ト増一一当局の発表したところによると， 1964-
65年度の関税収入は，前年度4億766方9152チャットを30%( 1億 2000方チヤツ
ト〉 上回る 5億2870万3880チャットであった。
22日 "l Lwin大佐，帰国一一病気療養のため英国に渡っていた国防情報局長官 Lwin
大佐が帰国した。
23 a V各省経済調整会議一一ラ ングーンの中央治安行政委員会本部で各省の経済担
当官，工業監督委員会代表，工業省担当官らが集まり省経済調整会議が開かれた
なお当会議には中央SAC議長，内務相KyawSoe大佐，工業及び労働相：Maung






26 8 V米国国会議員， ネ・ウィン首相と会談一一ネ ・ウィン首相は，昨日到着した
米国国会議員団を招待し，会談した。なおピノレマ恨lj出席者は， HlaHan大佐，































Thaung Tin鉱業相は石油，鉱山業， MaungShwe工業相は工業生産， 電力，
Sein Win 住宅相は高速道路建設，公共住宅建設， ThanSein運輸通信相は，運
輸通信問題， TinPe准将は貿易問題などについて，それぞれ演説した。












PSC現金出納部を襲U、，現金6000チヤツ卜を奪‘つた。 (11. 2) 
, Daik-U郡の運河を航行中の 2隻のフェリーボートが反乱軍の攻撃を受け10名が
死亡し，多数が負傷した。反乱軍は NDUFと信じられ，運河の両岸から発砲したも
のである。 (11. 4) 
, Mudon・Thanbynzayat道路指い Hnipaclaw村－にあるゴム闘労働者の家が反乱軍
の攻撃を受け，焼失した。 (11. 5) 
, Ye郡 Kyaung-YwaのKoN yein Maungは睡眠中にカレン反乱軍に狙撃され死
亡した。 (11. 6) 
, Pantanaw 君I~ Khanwe Khabo村警察の10名の警官が3隻のボートで Payagon村
に行く途中両岸に待伏せしていた反乱軍の攻撃を受け， ボートは 3隻とも沈んだが，
約 1時間の応戦の末，反乱軍を撃退した。 (ll. 7) 
, KNUP反乱軍“地域オノレグ円 AungTheinがパセイ ン東郡Tagongyi村で、逮捕さ
れた。 (11. 8) 
, Begayet司 Kanzingon問の鉄道線路沿いをパトロールしていた Begayet駅哨戒所の
5名の兵士が，反乱軍によって射殺され2名が負傷した。 ま・た同反乱軍はパ七インー
へンザダ間電話線を切断した。 (11. 9) 
V約20名のそン反乱叢が Mudon郡 Nyaunggon村に侵入し， 12軒の家から金フ宝













5000チャットの現金を奪われた。 (11. 20) 






民の取締りが極めて厳重になってν、ると伝えられてし、る。 (11. 23) 
v共産党反乱軍は Katha県 Wuntho郡 Didokkon村の治安指導員を射殺した。こ
の件に関して射殺を担当した Katha県共産党委員は「党の活動のために彼は邪魔者で
あるjと語ったと伝えられている。 (11. 23) 
, Pyuntaza-Nyaunglebin間の Ngaclatkyr駅軍哨戒所に反乱軍が侵入し，第89連
隊所属の 4名の兵土が射殺された。 (11. 26) 
, Katha県 Pinlebu郡 1¥1yelin-Khwetaung村問の瞥察派出所を視察中の警察官の
一回が反乱軍の念、襲を受け， u時間半に渡って， 80名の反乱軍と激闘し，普官3名が












































































































































































































































































































































































U Ko Ko Gyi 
Maung Tin中佐


































































































主な訪問者は SenYu准将， Thaung Dan准将， ThaungTin大佐， Maung
Lwin大佐， ThaungKyi大佐， AungPe大佐， KoKo大佐， HkunNawng大
佐， VanKulh大佐， TanYu Saing大佐， Kyaw；大佐， SeinWin准将， Maung




4 日 ネ・ウィン首相軍管区将校会議へ一一ーネ ・ワイン議長は軍管区将校会議開会式
に出席じた。なお当会議は国防関係者，軍管区将校らが出席し， 4日開花渡り，
経済諸問題につき討議した。
















よう， 11ethiseeds, Coriander Seeds, Lactogen milk, Horficks, Hammer印ノξ
ター，マーガリン，千魚，千えび，ココやし，などで人民販売店により随時販売
される。従って上記以外の食糧品は自由販売食極となる。













































































































17日 V赤十字は社会主義革命に参加する一一ピノレマ赤十字社第28回総会でU San 































































( i ) マレーシアはピノレマと特に話し合う問題は持っていなし、。われわれは
隣国と友好的きづなを強化するものと信ずる。
( i ) ピノレマは東南アジアでは非常に重要な国である。従ってピノレマの固と
国民と密接になることは私の望みである。
' 「インドはビJl.,マとは特別な問題はない」 ー一一訪問中のシャストリ ・インド
首相はラングーンの迎賓館で行われた内外記者団との記者会見で要旨次の様に述
べた。













23日 l Razakマレーシア副首相到着一一－＇funAbdul Razakマレ｝シア副首・相兼国
防相一行はビルマ政府の招待による 6日間の公式訪問のためラングーンに致着し






















25 8 Vマレーシア副首相Hehoへ一一訪問中の TunAbdul Razakマレ｝シア副首
相兼国防相はU Thi Han外相らと共に Hehoを訪れ東部軍管区司令官AungPe 





































































7 日 , Pa-an地区 Myinggale-Thaton道路沿いの LedaingSakhan付近で政府軍第
96連隊は反乱軍と交戦し政府軍兵士2名が死亡した。
8 目 , Kyangin 12マイル近郊KansaiとMaigytaungの陸軍哨戒所が約80名の共産
一（310）一 -214ー
ピ ル マ （12月〉
党反乱軍の攻撃を受けたが政府軍の応戦を受け反乱軍2名が死亡した。











18日 , Thabaung君jSNgawun川西岸Kunthhigyan村と Sainggyigwin村閣でNDU
F反乱軍の 1隊と政府軍攻撃巡戒部隊が交戦し，反乱軍 1名が死亡， 1名が重傷
を負った。なお反乱箪は交戦の後，商方山間部アラカン山脈ヘ逃走した。




26日 V政府軍第2銃隊および警察隊員からなる 1倒小隊は Ponnagyun地域を巡戒
rj:i約60名の共産党反乱軍と遭遇，交戦しP 反乱箪10名が死亡した。















































































































































12月12日付 Working People’s Daily 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































株 式会社館二 rn M1 FJr 
株式会社 j¥J- 治製本所
1布：
rn )1:,1 i9r 
製本
行発
